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わたしと  
わたしの家族と 

神の計画
現在と未来の家族のための

9つの原則，12ページ

女性と男性両方の大切さ
24ページ

アブルト姉妹：神がわたしの家族を
どのようにして癒してくださったか

26ページ
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ӬԕのՈのҰһ 

個人的な経験や中央扶助協会会長会での奉仕を通してわたしが直接目にしてきたのは，世界中の多
くの人々の家庭環境が必ずしも完全ではないということです。実際，完全な家庭環境の人などい

るのでしょうか。「家族 —世界への宣言」に述べられている理想は，わたしたちがすでに属している，
愛にあふれた永遠の家族を思い起こすためのものです。家族の宣言は，わたしたちが皆，神の家族の
一員であることを教え，地上における家庭環境にかかわらず，それぞれが兄弟姉妹に囲まれていること
に気づかせてくれます。

• わたしたちは皆，不完全な人間であり，この世において家庭環境が完全になることは決してないか
もしれません。それでも，救い主は癒しを与えてくださいます。 26 ページでは，神殿活動を通し
てどのようにして幕の両側でわたしの家族に神の癒しがもたらされたかをご紹介しています。

• 宣言で述べられている原則について学ぶならば，あなたの家族がどのような状況であろうと，あな
た自身の信仰を強め，周囲の人々を強めることができるでしょう。 12 ページから始まる記事は，
これらの教えをあなたの生活に応用するためのアイデアを与えてくれるでしょう。

天の両親は御自分たちの子供であるわたしたちを愛しておられ，天の御父はわたしたち一人一人のた
めに計画を用意しておられます。つまり，御父はあなたのために計画を用意しておられるのです。信仰
をもって御父に近づくための歩みを続けてください。御父のもとに戻る道にあって，あなたの永遠の家
族を助けてください。その旅路において，御父は希望と癒しを分け与えてくださることでしょう。そし
ていつの日か，わたしたちは皆，完全な永遠の天の家に帰る機会を得るのです。

　神があなたを祝福し，強めてくださいますように。

　レイナ・I・アブルト姉妹 
　中央扶助協会会長会第二顧問 
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5 ͠Θͨ͠のՈ͕͜のΑ͏Ͱͳ͔ͬͨͳΒ�

6 ৴ڼの૾
έϏϯɾϔϯμʔιϯͱέϯドϥɾϔϯμʔιϯ 
神は聖霊の促しを通してヘンダーソン家族を福音に導かれました。

8 ϛχελϦϯάのݪଇ
ʰΘた͠ʹै͖ͬͯͳ͍͞ をɦ௨ͯ͠͏ߦϛχスλϦϯά
『わたしに従ってきなさい 』は，ワード，家族，クラスに属する個人が
一致し，互いを教え導くことを目的として作られました。

12 ʮՈʕੈքのએݴʯのதʹࣗΛ͍ͩ͢ݟ
家族の宣言について理解を深め，よりよく応用するのに役立つリソース。

24 ঁੑͱஉੑの྆ํのେ͞ʹ͍ͭͯڙࢠʹ͑Δํ๏
女性も男性も同じように大切にされ，尊重されるべきだと子供に教え
るのに役立つ 9 つのヒント。

26 ਆ఼のّࣜʹΑΔ༊͠のح
Ϩイφɾ*ɾΞϒϧτ
神殿活動によってどのように自分の家族が癒されたか，そして救い主
がどのようにわたしたち一人一人を癒してくださるかについて，アブル
ト姉妹が語ります。

32 ెの
ある教師が霊感を受けて異なる方法で教える；送らなかった手紙へ
の答えを得る；兄の車の事故から天の御父の愛について学ぶ；モル
モン書を一緒に読むことによって母と息子が関係を築く。

36 Θͨ͠ʹै͖ͬͯͳ͍͞ɿϞϧϞϯॻ
今月のモルモン書の研究をさらに高めるために，これらの毎週の記
事がサポートします。

40 Θͨ͠のେձϊʔτɿ����  �݄の૯େձ�

ヤングアダルト 

42 
わたしたちはだれもが心の健康の
ʹۤ͠Ήことがありますが，一人で
乗り越える必要はありません。わたし
たちは愛とつながりと強さを求めて，
खΛ৳͠ɼͦʹ͍ޓ ʹओ͍ٹͯ͠
པΔことがで
きる の で す。
苦しい時期に
ヤングアダル
トたちがどの
ように助けを
得ようと手を
伸ばしたかに
ついて読んで
ください。

青少年

子供

ϑϨϯド
の༬ݱ͓Αͼݹ
ɼイ͚Λࣖʹऀݴ
エス・キリストにつ
いて学びましょう。

දࢴ
写真／コーディー・ 

ベル

短編記事

コーナー

目次

わたしに従ってきなさい　サポート

૯େձϊʔτを
用いて総大会に

備え，メモを取り
ましょう。

心の健康心の健康を
維持するための

      ステップガイド

『リアホナ』 別冊 

総大会に備え，総大会から
学ぶためのガイド
学ぶためのガイド

      総大会総大会  ノート  ノート  ノート  ノート  ノート

年 ：

月 ：
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ϦΞϗφɹ����  �݄߸�
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末日聖徒イエス・キリスト教会国際機関誌（日本語版） 

େձ：ラッセル・M・ネルソン，ダリン・H・オーク
ス，ヘンリー・B・アイリング 

ेೋెఆһձ：M・ラッセル・バラード，ジェフリー・
R・ホランド，ディーター・F・ウークトドルフ，デビッド・
A・べドナー，クエンティン・L・クック，D・トッド・クリ
ストファーソン，ニール・L・アンダーセン，ロナルド・A・
ラズバンド，ゲーリー・E・スティーブンソン，デール・G・
レンランド，ゲレット・W・ゴング，ウリセス・ソアレス 

ฤू：ランディー・D・ファンク 

：ベッキー・クレーブン，シャロン・ユーバンク，クリސ
スティーナ・B・フランコ，ウォルター・F・ゴンザレス，
ラリー・S・ケーチャー，ジャン・E・ニューマン，アドリ
アン・オチョア，マイケル・T・リングウッド，バーン・P・
スタンフィル 

࣮ӡӦσΟϨΫλʔ：リチャード・I・ヒートン 

 σΟϨΫλʔ：アラン・R・ロイボーグࢽؔػձڭ

ϏδωεϚωʔδϟʔ：ガーフ・キャノン 

ฤूओװ：アダム・C・オルソン 

ฤूओࠤิװ：ライアン・カー 

ग़൛ิࠤ：エニッシュ・C・ダビラ 

ࣥචɾฤू：デビッド・ディクソン，デビッド・A・エドワー
ズ，マシュー・D・フリットン，ギャレット・H・ガーフ，ジョ
ン・ライアン・ジェンセン，アロン・ジョンストン，シャーロッ
ト・ラーカバル，マイケル・R・モリス，エリック・B・マー
ドック，ジョシュア・J・パーキー，ジャン・ピンボロー，リ
チャード・M・ロムニー，ミンディー・セル，ロリー・フラー・
ソウサ，チャケル・ワードレイ，マリッサ・ウィディソン 

ฤूΠϯλʔϯ：アネリーゼ・ガーディナー 

ΞʔτσΟϨΫλʔ：タッド・R・ピーターソン 

σβΠϯ：ジャネット・アンドリューズ，フェイ・P・アンド
ラス，マンディー・ベントレー，C・キンボール・ボット，トー
マス・チャイルド，ジョシュア・デニス，デビッド・グリーン，
コリーン・ヒンクレー，エリック・P・ジョンセン，スーザン・
ロフグレン，スコット・M・ムーイ，アレニ・レガー，マーク・
W・ロビソン，K・ニコール・ウォーケンホースト 

σβΠϯΠϯλʔϯ：ジェンナ・パラシオス 

൛͓ݖΑͼڐίʔσΟωʔλʔ：コレット・ネベカー・
オーヌ 

 ジェーン・アン・ピーターズ：װओ࡞੍

，アイラ・グレン・アデアー，ジュリー・バーデット：࡞੍
ホセ・チャベス，トーマス・G・クロニン，ブライアン・
W・ギュギ，ギニー・J・ニルソン，マリッサ・M・スミス 

൛：ジョシュア・デニス 

ҹσΟϨΫλʔ：スティーブン・T・ルイス 

ૹσΟϨΫλʔ：ネルソン・ゴンザレス

ຊޠ൛༁՝：大森陽子 

༣ศѼઌ：Liahona,Fl. 23, 50 E. North Temple St., 
Salt Lake City, UT 84150-0023, USA. 
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ෆʹΑΓɼՈのએݴʹର͢ΔΘ
ͨ͠のূ͕ڧΊΒΕΔ·Ͱ�
ΧϨφɾΧステϩ 
ある教会員が不妊症と養子縁組に関
する驚くべき経験を語ります。最大の
試練を通して彼女の信仰は強まりまし
た。

͏ͭපͰ͋Δ͜ͱΛͬͱೝΊΔ͜
ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻΠΤεɾΩϦετ͕
Θͨ͠Λ҉ҋのத͔Β͍ٹग़ͯ͘͠
͍ͩ͞·ͨ͠�
χʔϑΝイɾλϯガϦϯ 
フィリピンのヤングアダルトが心の病
からの回復で経験したことを分かち合
います。

σδλϧ൛ʰϦΞϗφʱ

�݄߸のσδλϧ൛のΈのಛूࣄه

Θͨ͠౿ΈͱͲ·Γ·ͨ͠ɻͩΕ
͔のࣗࡴΛ৯͍ࢭΊΔͨΊʹ͋ͳͨ
͕Ͱ͖Δ͜ͱ��
γϟϯテϨɾΞϕϦʔ 
自殺を考えている人が生きることを選
ぶよう助けることについて，臨床的う
つ病を経験したヤングアダルトが考え
を分かち合います。



 2 0 2 0 年 9 月 号  5

͠Θた͠のՈ͕
͜のΑ͏Ͱͳ͔ͬたͳΒ

注 
	 1.	ニール・L・アンダーセン「信
仰の目」『リアホナ』2019 年
5月号，36	

	 2.		リチャード・G・スコット「偉
大な幸福の計画を実践する」
『聖徒の道』1997年 1月号，
85	

12 ページからは， 
家族の宣言によって 
自分がどのように
導かれたかについて，
教会員や教会指導者が
経験を分かち合います。

Θ
たしたち
は，25 年
前に「家
族 ―世界
への宣
言」を

発表した生ける預言者
と使徒たちにとても感
謝しています。宣言で
は，家族に関する永遠の
教義が教えられ，実りあ
る結婚と家族を築くた
めに守るべき原則が挙
げられています。

しかし，「自身の現状が家族

の宣言の内容に必ずしもそぐ

わな〔い〕」1 場合，宣言はどの

ように自分に当てはまるのだろ

うと思う人もいるかもしれませ

ん。

十二使徒定員会のリチャー

ド・G・スコット 長 老（1928 

－ 2015 年）は，総大会でこの

ことに触れ，次のように励ま

しました。「現時点の生 活

でたとえ〔幸福の計画〕の

重要な部分が成就できて

いなくても，主がふさわ

しいと認められる時

期に，それらはあな

たのものとなりま

す。またさらに約

束します。今の境

遇 の 中であなたは

意 義 ある成 長を 遂 げ，

幸福になることができま

す。神の娘または息子とし

て，計画のどの部分でもあな

たに実行できる箇所を実践

し，最 善 を 尽くしてくださ

い。」2 ■
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έϏϯɾϔϯμʔιϯͱ�
έϯυϥɾϔϯμʔιϯ
アメリカ合衆国，ノースカロライナ州 

ケビンが教会に興味を持ったとき，ケンドラ
は最初反対していました。今，振り返ると，
主がどのようにして自分たちを福音へと導い
てくださったか分かると，二人は語ります。
ϨεϦʔɾχϧιϯɼࣸ ਅՈ

৴ ڼ の  ૾

έϏϯɿ
わたしにどのような選択を望んでおられ

るのか，教えていただけさえすれば何でも
すると，天の御父に語りかけました。バプ
テスマについて考えたとき，疾風が吹くよ
うな感覚を覚えました。聖霊が，「これが
あなたのなすべきことです」とわたしにさ
さやいておられたのです。
έϯυϥɿ�

自分のバプテスマの日を設定したときも，
わたしは少しためらいました。宣教師たちが
家を訪れ，そのことについて話し合いました。

最後にわたしは娘のアリアンナに尋ねまし
た。「あなたはバプテスマを受けたいの？」
「お母さんさえよければ，わたしはいつ

でも大丈夫」と娘は答えました。
アリアンナのバプテスマで，彼女の友達

は喜びの涙を流してくれました。その子を
見たとき，わたしは自分のいるべき場所に
いるのだと確信しました。
έϏϯɿ

天の御父がわたしたち家族に福音をも
たらしたのは，御父がわたしたちをとても
愛し，気にかけてくださっているからだと，
わたしは知っています。͞Βʹるためʹ 

　ほかの写真も含め，ヘンダーソン家
族の改宗の物語についてさらに読
むには，オンライン版か，$IVSDI�
PG+FTVT$IS JTU �PSH�HP��
����で福音ライブラリー版の記
事を御覧ください。 

　御霊がどのようにしてわたしたちを
光と真理に導いてくれるか，$IVSDI�
PG+FTVT$IS JTU �PSH�HP��
����でディーター・F・ウークト
ドルフ長老から学んでください。 



8 リ  ア  ホ  ナ

家庭で家族とともにいようと，日曜学校で教師や生徒とともにいよう
と，学校や職場あるいはどこかほかの所にいようと，『わたしに
従ってきなさい』は，人にミニスタリングを行う機会をたくさん与

えてくれます。結局，教えることは，「日曜日に話し合いを進行する以上の
ことです。愛をもってミニスタリングを行い，福音によって人々に祝福をも
たらすことも含まれ」るのです。1

ੜెͱަྲྀ͢Δ
オフェリア・トレホ・デ・カルデナスは，集っているメキシコシティーの
ワードで日曜学校のヤングアダルトクラスの教師に召されたとき，クラスの
生徒一人一人と打ち解けた関係になるならば，彼らを教え，強める能力も高
くなると感じました。
「わたしと打ち解けた関係になっておらず，わたしの愛を感じていなかっ
たら，クラスの生徒はわたしがクラスで教えても証しても，わたしの言った
ことを信じないだろうと思ったのです」と彼女は言います。「わたしのこと
をただの日曜学校の教師だとしか思わないかもしれません。」	
でも，カルデナス姉妹は 2 週間に 1度しか教えていないのに，どうやって
そのような関係を作ることができたのでしょうか。テクノロジーに答えを見
いだしたのです。携帯電話アプリケーションWhatsAppを使い，メールや
ボイスメッセージで，間もなく生徒たちと毎日交流するようになりました。
今では，次の日曜学校のレッスンまで毎日，クラスのメンバーの一人が次の
レッスンに出てくる聖句を一つ，それについて考えたことを添えて自発的に
ほかのメンバーに送っています。その聖句と意見を読んで，クラスのメン
バーたちは自分の考えたことを返します。

ϛχελϦϯάのݪଇ

『わたしに従ってきなさい』
を通して行うミニスタリング�

人に良い影響を与えるために，『わたしに従ってきなさい』をどのよう
に活用することができるでしょうか。
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「聖句を読むと笑顔の絵文字を送ってくれ
るので，彼らがその聖句を読んだり研究した
りして，それについて考えたということが分か
るんです」とカルデナス姉妹は言います。次
の日曜学校のレッスンの時間には，生徒たち
はすでに参加する準備ができています。
この日々の交流のおかげで，最近，両親が
あまり教会に活発でないヤングアダルトが祝
福を受けました。
カルデナス姉妹は言います。「彼が教会に
来ているのを見ると，わたしはうれしくなりま
す。来るまでに苦労が幾つもあることを知っ
ているからです。クラスメートが送ってくれた
聖句と意見や，順番が回ってきたときに自分で
送った聖句と意見が，彼にとってとても大きな
力になっていたことは確かです。」	
聖句を通して行うミニスタリングは自分の日
曜学校のレッスンや聖句を使った日々の交流で
終わるわけではないと，カルデナス姉妹は言い
ます。

「レッスンの準備には，生徒たちのために祈る
ことも入ります。わたしは彼らのことを，日曜日
だけでなく，月曜日から土曜日まで毎日考えてい
ます。必要なものは人によって様々です。彼らは
皆，神の子です。レッスンの準備をするときに
は，彼らのことを考えます。」	
そして教えるときには，生徒の話と聖霊のささ
やきの両方に耳を傾けます。
「御霊が教師です」と言う彼女は，生徒たちの言
葉の中から御霊のささやきを聞くことがよくありま
す。「注意して聞かなければなりません。彼らの言
うことは，御霊が与えている啓示なのですから。」

Θͨͨͪ͠のΫϥεʮՈఉの༦のΑ͏
ͳのʯ
カルラ・グティエレス・オルテガ・コルドバは，
カルデナス姉妹の日曜学校のクラスの生徒である
ことを祝福だと思っています。それは，人を育て，
人にミニスタリングをする雰囲気がクラスにある
からです。カルラはその雰囲気を作り出している
要素には以下のようなものがあると言っています。
•	 準備：聖句と意見を共有することにより，
生徒たちは次のクラスの予習ができる。
「毎日読む聖句によってわたしたちは養い
を受け，知識の幅が広がります」と彼女は
説明します。

•	 参加：「全員が発言します。だから，友達
や兄弟姉妹として，クラスの生徒たちのこ
とがよく分かるようになるのです。」	

•	 愛：「カルデナス姉妹は手を引くようにして
導いてくれます。このクラスは何人かの兄
弟姉妹と家庭の夕べを開いているような感
じで，	非常に特別な気持ちがします。」	

•	 聖霊：「クラスには心地よい円満な雰囲気
があります。それは，御霊を受けて一致し
ているからです。」	

•	 証：「『わたしに従ってきなさい』は，自分
の証を人に伝える準備になります。モルモ
ン書と聖書の知識が前より深くなりました。
そのおかげで，クラスメートと一緒に学ん
だことを学校や職場で人に伝えることがで
きるようになってきています。

「その日の聖句を 
読むと笑顔の 
絵文字を送って 
くれるので，彼らが
読んだということが
分かるんです。」



 2 0 2 0 年 9 月 号  11

ྶతʹඞཁͳのΛ༩͑ΔͨΊ
のϛχελϦϯά�
アメリカ合衆国ケンタッキー州に住
むグレッグ・クリステンセン，ニッキー・
クリステンセン夫妻は，アブラハムの
聖約について 3人の息子たちと一緒に
読んでいたとき，これをこの子供たち
に説明するのは難しいと思いました。
そこでこの家族は，全員がアブラハム
の聖約について自分で学び，分かった
ことを報告し合うことにしたのです。
「すると，興味深い意見が幾つか出ま
した」とグレッグは言います。「8歳の
息子が，アブラハムはもともとアブラム
という名前だったことを知ったのです。
名前がアブラハムに変わったのは，罪
深い生活を改めて義にかなった生活を
すると主に約束したからでした。この
子にこんな発見ができたことに，わた
しはほんとうに驚きました。」	
家族全員がそれぞれ新しいことを学
んでいて，アブラハムの聖約とは何か，
それは今日の末日聖徒にとってどんな
意味を持つのかという問題について，
有益な話し合いができたのです。
「これまでは家族の聖文研究という
と，ただ部屋に集まって何節ずつか
交代で聖文を読むだけ」だったとニッ
キーは言います。「『わたしに従って
きなさい』は，もっと御霊によって教
えることができるように作られていま
す。今では一緒に聖文を研究してい
るときに御霊の導きを感じて，家族に
必要な事柄を基にした方向に話し合

�の֎Ͱࣨڭ
「世話をするようあなたに託されている人たちは神の子供であり，神は彼らが必
要としているものは何か，また彼らに手を差し伸べる最善の方法は何かを御存じ
です。神は聖霊を通して，あなたが準備しているとき，そして教えているときに
導いてくださいます。神は，あなたが語るべきこと，なすべきことを明らかにして
くださるでしょう。」 

『わたしに従ってきなさい —日曜学校用：2020 年　モルモン書』v 

�͏߹Λ͔ͪݧܦ
人にミニスタリングを行ったり，ミニスタリン
グを受けたりした経験談を投稿してくださ
い。 liahona.ChurchofJesusChrist.org
を開き，「投稿する」をクリックします。

いを持っていくようになりました。」	
『わたしに従ってきなさい』を使った
ところ，家族の福音学習に家族が積
極的に参加して興味を持つようになっ
ただけでなく，グレッグとニッキーは
子供たちの霊に必要なものを与えるこ
とができるようにもなったのです。
「『わたしに従ってきなさい』は，子
供を教えるのに役立ちました」とニッ
キーは言います。「それに，時々わた
しが子供のことでいろいろと悩むと
き，その解決の助けにもなるのです。
御霊をよく感じ，よく耳を傾けるように
なったので，一人一人の子供をどう助
けたらよいか促しを受けて分かるよう
になりました。」	
『わたしに従ってきなさい』を使うと
福音についての話し合いが長く続くの
で，グレッグは喜んでいます。「息子
たちの福音に対する知識の度合いは，
それぞれに違っています」とグレッグ
は言います。「『わたしに従ってきなさ
い』は，親がどう助けたら子供たちが
それぞれ必要なものを学べるかを教
えてくれます。福音に対する子供たち
の愛が育っていくのが分かり，福音の
知識を実生活に生かす方法を子供た
ちが自分で考え出していくのを見るの
は，すばらしい祝福です。」■	

注 
	 1.	『わたしに従ってきなさい―日曜学校用：
2020 年　モルモン書』19

ʰΘͨ͠ʹै͖ͬͯͳ͍͞ Λɦ௨ͯ͠͏ߦ
ϛχελϦϯά�

友達や隣人へのミニスタリングに『わたし
に従ってきなさい』を活用するためのアイ
デアを，幾つか挙げましょう。

1. 『わたしに従ってきなさい 』を使っ
て自分がどんなことをしているか，
どんな風にして福音学習をしてい
るかを伝える。

2. 自分が聖文から学んでいることを
話す。

3. 学んでいることや研究方法を，ミニ
スタリング先の人に話してもらう。

4. 『わたしに従ってきなさい』を使って
一緒に学習する。

5. 一緒にモルモン書ビデオを見る。
6. モルモン書に出てくる物語を分か

ち合う。
7. 『わたしに従ってきなさい 』を 1 冊

持ってくる。または，「福音ライブラ
リー」アプリからダウンロードして
使うことができるよう助けてもよ
い。

8. 『わたしに従ってきなさい』に載っ
ている絵を幾つか紹介し合い，それ
について話し合う。
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1. 
地上における家族がどうあろうと，すべての人は，わた

したちを愛する「天の両親から愛されている霊の息子，
娘」です。この永遠の家族の一員として，わたしたちの神

聖な目的は，「完成に向かって進歩して，最終的に永遠の命を受け継
ぐ者としての神聖な行く末を実現する」ことです。（特に記述がな
ければ，引用文はすべて「家族―世界への宣言」からです。）

ʮՈʕੈքのએݴʯのதʹ 

自分を 
見いだす

家族にはそれぞれ特有の状況があり
ますが，「家族―世界への宣言」に
含まれる永遠の原則には，わたした
ちが自分の神聖な可能性を実現しよ
うと努力するときに目指すべき理想
が示されています。この特集には，

「家族―世界への宣言」にある霊感
を受けた原則をもっとよく理解する
のに役立つ洞察が掲載されていま

す。わたしたちが
自分の状況に応じ
てそれらの原則を
全力を尽くして応用
するなら，永遠の命
に至る道を進むと
きに祝福されるこ
とでしょう。

わたしたちは皆，神の属性と神聖な 
行く末を受け継いでいる

「御霊みずから，わたしたちの霊と共に，わ
たしたちが神の子であることをあかしして
下さる。
　もし子であれば，相続人でもある。神の
相続人であって，……キリストと共同の相
続人なのである。」（ローマ 8：16 －17）

わたしたちは皆， 
天の両親の子供である

「わたしたちは紛れもなく
子供だからです。わたしたちはどれほどすばらしい家
族の一員であり，どれほど偉大な両親を持っているこ
とでしょうか。わたしたちは想像を絶するほど長い
間，息子，娘として，わたしたちを心に留め愛しておら
れる両親とともに天の家族で暮らしていたことを思い
浮かべることができます。」 
大管長会第二顧問　ヘンリー・B・アイリング管長「家族」『聖
徒の道』1998 年 10 月号，16 

写
真
／ G
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わたしたちは皆，神聖な目的を持つ 
永遠の家族の一員である
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2. 
神は，わたしたちが「完成に向かって進歩し」，永遠の命を受け継ぐこ
とができるように努力するとき，わたしたちの学習と成長を助けるために
家族を与えられました。「家族は……創造主の計画の中心を成すもの」
であり，たとえ完全な家族はないとしても，神はわたしたちが家族ととも
に成長できるように助けてくださいます。

神は，わたしたちがみもとに戻るのを助けるために 
家族を与えてくださった

「地上の家族は完全ではありませんが，神の子供たちをこの
世界に歓迎する最善の機会を与えてくれます。地上で唯一，
わたしたちが天で感じた愛に最も近い愛，すなわち両親の愛
によって迎えるのです。家族はまた，わたしたちを神のみも
とへ導くのに最も優れた，道徳や真の原則を守り，伝える最
善の方法でもあります。」 
ヘンリー・B・アイリング管長「神の家族の集合」『リアホナ』
2017 年 5 月号，20 

家族は成長を促す 
「個人の成長は家族の中で促され
ます。家族は『神の子供たちの永
遠の行く末に対する創造主の計画
の中心を成すもので……す。』 家
庭は神から与えられた愛と奉仕の
実習室です。」 
末日聖徒イエス・キリスト教会大管長　
ラッセル・M・ネルソン大管長「救いと
昇栄」『リアホナ』2008 年 5 月号，8 

家族の状況にかかわらず，わたしたちは学ぶこ
とができる

「現実には，教会員の大半は完全な家庭環境で生活
しているわけではありません。完全で理想的な家族
と暮らしている人など，いるとは思えません。それで
は，なぜ家族を強調するのでしょうか。それは，Ո
͕Θͨͨͪ͠のӬԕの͘ߦであり，わたしたちは自
身の状況がどうあれ，堅固な家族関係を築くスキル
を学ぶためにこの地上にいるからです。…… 
　……主はあなたを見ておられます。…… あなたの
人生を主に委ねるなら，心のすべての望みのままに
幸福と平安を受けるまで，あなたはすべての段階で
主の御手に導かれることでしょう。」 
中央扶助協会会長会第一顧問　シャロン・ユーバンク姉妹，
“A Letter to a Single Sister,” Ensign, Oct. 2019, 
40, 41; bold added.

͞ΒʹΔͨΊʹ�
• 悲惨な離婚の後，子供たちとの「永遠の家

族」を維持するために努力したシングルマ
ザーが学んだことについて，読んでみましょ
う（ChurchofJesusChrist .org/go/ 
92014）。

わたしたちのこの世における家族は， 
永遠の行く末を実現する助けとなる
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3. 
家族関係には，神聖な責任を伴うものが多くあります。兄
弟，姉妹，おば，おじ，いとこ，義理の家族などは，それぞれ
特有の影響力を持っています。「必要なときに，親族が援助
しなければなりません。」	そのような家族とのきずなを育むこ
とによって，必要とされる援助を提供し，極めて貴重な関係
を築くことができます。

わたしの家族は主の目的を果たす
のに十分でした
ϛϥϯμɾガόπʢΞϝϦΧ߹ऺࠃɼ
Ϣλभʣ 

わたしの家族は，とても「理想
の」家族と呼べるようなものでは
ありません。わたしは 11 歳に
なったばかりのときに両親が別
れたので，献身的に働くシングル
マザーである母によって育てられ
ました。聖餐会では場違いのよ
うな気分でした。

10 代のとき，「家族―世界への宣言」につ
いてのレッスンで，青少年の指導者が家族につ
いて証するのを聞いて感動したのを覚えていま
す。わたしは母と二人だけの取るに足りない家
族が神に認められていて，この現世で必要なす
べてのものを提供してくれるという自分の証を
得るようになりました。
その知識があっても，数年後にブリガム・ヤ
ング大学で永遠の家族という必修の授業を履
修したときに，とても心配になりました。クラ
スに出る度にわたしの「理想とは言えない」家
族についての話を聞きたくなかったからです。
しかし教授は，次のような言葉で最初の授業を
始めました。「わたしたちは理想を教えます
が，現実の世界に生きています。救い主の贖い
に頼るときに，そのギャップが埋められるので
す。」	
わたしは家族が天の御父の計画の中心を成
すことを知っています。わたしが 10 代のとき
に経験したような，理想とはかけ離れた家族で
あっても，学び成長する助けとなります。救い
主御自身が，地上で義父によって育てられまし
た。イエス・キリストがわたしたちの「理想的
ではない」家族を助けて，わたしたちのために
主の目的を成就するのに十分なものにしてくだ
さることに，とても感謝しています。

わたしたちは幕の両側で家族から祝福を受けることができる 
「わたしの言う『家族』とは，現代に見られる，母親，父親，子供のいる
家族のことではありません。わたしの言う『家族』とは，主の言われ
る家族のことで，部族や複数世代の家族を指します。だれにでも家
族がいるからです。天の御父が子供たちに用意された計画は，この
ような家族を中心としています。何世代も前の先祖から力を得る子
孫と，何世代もの子孫に祝福を与えたい親のいる家族です。」 
七十人　ブラッドリー・D・フォスター長老「家族の集合，癒し，結び固め」，
2015 年 2 月14 日にアメリカ合衆国ユタ州ソルトレーク・シティーで開かれ
たルーツテック家族歴史フェアでの説教

「家族」は，ただ両親と子供を 
意味するだけではない
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あなたは多くの役割を果たして自分の家族を
祝福することができます
தԝැॿڠձձձୈҰސɼγϟϩϯɾϢʔόϯ
Ϋ࢞ຓ 

聖典には，自分の親族の生活に大きな変化をもた
らした義にかなった男女の模範がたくさん出てき
ます。アブラハムは，ロトのおじとしての役割を果
たして，彼の人生を変えました。エジプトに売られ
たヨセフは，自分の兄弟たちと彼らの家族を救いま
した。マリヤとマルタは成人した姉妹としてお互い
を，そしてきょうだいのラザロを祝福しました。ル
ツは義理の娘としてナオミを助け，その報いとし
て，ナオミの助言から永遠の祝福を受けました。エ
リサベツとマリヤは，二人の妊娠にかかわる問題を
通して，いとことして助け合いました。血のつなが
りのないゾーラムでさえ，彼と子供たちを家族とし
て受け入れてくれたニーファイの忠実な助け手にな
りました。このような広い視点から家族について
考えることは，与えたいと思っても望むような家族
を持てないために孤立していると感じている多く
の人にとって，とても大切です。

͞ΒʹΔͨΊʹ�
• 家族歴史を通して生まれた先祖とのきずなに

よって強められた女性について読んでみま
しょう（「信仰の力と家族のストーリー」『リア
ホナ』2018 年 9 月号，36 － 39）。 

4. 

最善を尽くす。あとは神が引き受けてくださる
「わたしから〔あなた〕への約束は，かつて十二使徒定員会の一人がわ
たしに与えてくれたものです。わたしは彼に，家族の何人かの選び
のために，来世で彼らとともに住むことができないかもしれない
と言ったことがあります。わたしの記憶によれば，彼はこう答え
ました。『あなたは間違った問題について心配しています。自
らが日の栄えの王国にふさわしく生活すれば，家族の状況は，
あなたの想像以上にすばらしいものになるでしょう。』 
　彼は，自分や家族が永遠の命にふさわしくなるためにこ
の世で最善を尽くすすべての人々に，喜びに満ちた希望を
伝えたかったのだと思います。天の御父の計画は幸福の計
画です。御父の計画により，最善を尽くす一人一人が，家
族と永遠に結ばれることを証します。」 
ヘンリー・B・アイリング管長「主の御霊がとどまる家庭」『リ
アホナ』2019 年 5 月号，25 

「聖なる神殿において得られる神聖な儀式と聖約は，わたした
ちが個人として神のみもとに帰り，また家族として永遠に一つ
となることを可能にするのです。」	残念ながら，時には結婚生
活が破綻したり，家族がばらばらになったり，永遠の家族の輪
が切れたりすることがあります。しかし，家族の状況がどうあ
れ，これらの「神聖な儀式と聖約は……個人として神のみもと
に帰……ることを可能にするのです。」	神の助けを受けて，そ
れらの神聖な聖約を交わし，最善を尽くしてそれを守るなら
ば，いつか永遠に彼らと結ばれるという希望を持って家族を
築き，修復し，また強める助けとなります。

永遠の家族を始めるために， 
または修復するために， 
あなたにできることがある
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あなたから始める（またはもう
一度始める）ことができる 

「自分の家庭で離婚のつらさを味
わった人や，信頼を裏切られて苦い
思いをしたことのある人は，どうか，
自分からまた始めることを忘れない
でください。皆さんの世代の鎖の
中に，壊れた輪が一つあるかもしれ
ませんが，ほかの義にかなった輪や
鎖と，残っている輪は永遠に大切な
ものです。皆さんは自分の鎖を強
めることができますし，恐らく，壊
れた輪を直す助けもできるでしょ
う。この鎖は一つずつ，つないでい
くものなのです。」 
十二使徒定員会　デビッド・A・ベドナー
長老「固いつながり」（ヤングアダルト対
象のワールドワイド・ディボーショナル，
2017 年 9 月），
churchofjesuschrist.org/study/
broadcasts/worldwide-devotional-
for-young-adults/2017/09/
a-welding-link?lang=jpn

5. 
「家族―世界への宣言」によれば，夫と妻は「対等のパートナーとし
て互いに助け合うという義務を負っています。」	しかし，結婚におい
て真のパートナーとなることは，困難なときもあります。互いの育った
環境，文化，教育，経済的状況，経験など多くのことが，二人の関係
や家庭生活の送り方に影響を与えます。世界への宣言の教えによれ
ば，「実りのある結婚と家庭」は，信仰と祈り，悔い改め，赦し，尊敬，
愛，そのほかの原則にのっとって，それぞれの状況に合うように二人
で話し合い，協力し合うときに築かれるのです。

夫と妻は対等のパートナーである 
「夫と妻は対等のパートナーです。責任は異なりますが，互い
に補い合います。妻は子供をもうけ，それにより家族全体が
祝福されます。夫は神権を受け，それにより家族全体が祝福
されます。しかし家族会議で，妻と夫は対等のパートナーとし
て，最も重要な決定を下します。子供たちをどのように教え，
しつけるか，お金をどのように使うか，どこに住むか，そのほか
家族にかかわる多くのことを決めます。主の導きを求めた後，
これらのことを一緒に決めます。目標は永遠の家族になるこ
とです。」 
クエンティン・L・クック長老「主は光」『リアホナ』2015 年 5 月号，
64 

結婚は信仰と祈りを必要とする 
パートナーシップである



親になる能力は， 
神のようになるための 
神の計画の一部である
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自分の家族の具体的な状況に合った導きを求める
必要がある

「『家族 ―世界への宣言』で説明されているように，わた
したちは従うべき神聖なパターンを与えられています
が，この世の生涯は簡単ではないことを知っています。
…… 
　主の御心が分かったら，信仰をもって前進して，自分
の目的を果たしてください。ある姉妹は，霊感を受けて
さらに上の学校に行き，医学部に進学して患者に大きな
影響を与え，医学の研究を発展させるかもしれません。
また，別の姉妹は，奨学金を受けて権威ある教育機関で
学ぶのではなく，その世代にしては早い時期に，霊感を
受けて家庭に入り，永遠に続く大きな影響を子供たちに
与えることができるようになるかもしれません。
　同じ基本的な疑問に対して，同じように忠実な二人の
女性が，このようにまったく違った導きを受けることな
どあるのでしょうか。確かにあるのです。何が正しいか
は人によって異なります。わたしたちが互いの選択やそ
うした選択に至った事情について疑問を挟むべきでは
ないことが非常に大切なのは，こういった理由からです。」 
十二使徒定員会会長代理，M・ラッセル・バラード会長， “Women 
of Dedication, Faith, Determination, and Action”（Brigham 
Young University Women’ s Conference, May 1, 2015), 
womensconference.byu.edu. 

͞ΒʹΔͨΊʹ�
家族を強めるためにできることについて，以下からさらに学ん
でください： 
• 2020 年 4 月の総大会から，ジーン・B・ビンガム姉妹の

説教「一致して神の業を成し遂げる」を読むか視聴する。

6. 
わたしたちがさらに天の両親のようになるための一つの方法は，
親になることを自ら経験することです。「神がアダムとエバに授
けられた最初の戒めは，彼らが夫婦として親になる能力を持つ
ことに関連したものでした。」	結婚して子供を持つことは，必ず
しもわたしたちの計画どおりになるわけではありませんが，それ
でもそれが神の計画の一部でないことにはなりません。多くの
人にとって，信仰をもって備え，主の時を待つことは，親になる重
要な過程なのです。

親になることを恐れる必要はない 
「数年前のことですが，結婚している娘の一人が夫と一緒に
やって来て，ラズバンド姉妹とわたしに，非常に重要で人生
に大きな影響のある質問をしてきました。それは，『わたし
たちの住んでいる世界は邪悪と恐れに満ちているように思
えるのに，それでも子供をもうけることは，安全で賢明なこ
となのだろうか』という疑問です。
　……二人に対するわたしたちの答えは，断固として，『も
ちろんだとも，問題ないどころかとても大切なことだよ』と
いうものでした。…… 
　……確かに，わたしたちは苦難の時代に生きています。
しかし，聖約の道にとどまるかぎり，恐れる必要はないので
す。そうするときに，わたしたちが住む今の時代に対して，
また立ちふさがる問題に対して心を悩ませることがないよ
うに，皆さんを祝福します。」 
十二使徒定員会　ロナルド・A・ラズバンド長老「心配することはな
い」『リアホナ』2018 年 11 月号，18，21 
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時には信仰を持って待つ必要がある 
「この教会に属しているすべての人に……ここで慰めの言
葉を述べさせてください。多くの姉妹の皆さんが，子供に
恵まれないことで悲嘆に暮れています。…… 信仰に忠実
であってください。もしこの世で子供に恵まれなかったと
しても，後の世で恵まれるでしょう。」 
ブリガム・ヤング大管長（1801－1877），Journal of 
Discourses, 8：208 

不妊とわたしたちのワードの家族 
δϣϯɾϚΫϚϦϯʢΧφμɼΞϧόʔλभʣ 

妻のジェニーとわたしはずっと，た
くさんの子供を望んでいました。
ずっとです。 1年ほどたった後，医
学的に不妊症であることが分かりま
した。
最初は，何度も祈りました。毎晩，
二人で手を握って，子供を授けてくだ
さるように天の御父にお願いしまし
た。わたしたちはそのために人生を
かけて備えてきたのです。毎月，時に
はもっと頻繁に断食しました。月が
替わるごとに妊娠していないことを知
るのは，とてもつらい経験でした。愛
すべき子供がいないだけでなく，祈り
の答えもないように感じました。それ

はまるで，わたしたちの人生をかけた願いを聞いた神
から「ノー」と言われたかのように思えました。
わたしたちは自分のふさわしさを疑うようになり
ました。神が，もっと信仰深い家族のもとに，御自
身の霊の子供たちを送られていると信じるのは簡
単でした。
教会に集うのも難しくなりました。周りの人の祈
りが聞き届けられたことや，どれほど天の御父から
愛されたのかを聞くことに，耐えられませんでした。
それでも集い続けたのには，二つの理由がありま
した。第 1に，わたしたちは神殿で結び固められた
ときに，主とお互いに対して，聖約を交わしていまし

た。二人は互いに結び合い，今もそして
永遠に，一緒にいると決意していました。
第 2に，ワードの家族の存在でした。
恵まれたことに，不妊を個人的に経験し
た指導者がいました。ジェニーのミニス
タリングシスターも不妊症の経験があ



命を生み出す力は， 
神によって与えられ 
守られている
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り，教会で子供がいないことのつらさを包み
隠さず話してくれました。わたしたちは苦し
んでいましたが，教会の家族にも同じ悩みと
戦っている人たちがいることを知りました。
それでもまだ多くの答えを受けていません
でしたし，	専門医から不妊治療を受けても，
まだ子供ができませんでした。天の御父の
御心は分かりませんが，わたしたちは聖約を
交わしているので，またわたしたちを受け入
れて支えてくれるワードの家族がいるので，
忍耐と信仰を深める時間を過ごしています
（へブル12：12－13 参照）。
親になるのを楽しみにしています。そし
て，その喜びの日が訪れるまで，わたしたち
には教会のここに居場所があるのです。

͞ΒʹΔͨΊʹ�
• 家族を築く計画や備えについて，以下を読んでさら

に学んでください。―『リアホナ』2019 年 6 月
号のヤングアダルトのコーナーの記事。

• 聖書にある不妊についての物語から平安を見いだ
した 夫 婦について，学んでください（Churchof 
JesusChrist.org/go/92020。財 政 的および
社会的な支援に関するリソースも含む）。 

世界への宣言の中で，主の使徒たちが「命は神聖であ〔る〕」と
断言しています。命は神聖なので，神は命を与えることや，奪う
ことに関する戒めを与えられました。その力をどのように尊ぶの
かは，良くも悪くも，わたしたち自身や社会全体に大きな影響を
及ぼします。

性的な交わりには神聖な目的がある 
「夫婦間の親しい交わりは，単に心の一致を象徴するのみならず，夫婦と天
の御父とが共有する関係をも象徴しているということです。…… 
　……そうしたとき，主の神性を知るだけでなく，まさにその幾分かを自
分自身の中に取り入れるのです。その神性の中で，実際あらゆる男性と女
性に与えられているのが，主の御力を使って〔子供〕を創造する力です。
……子供は，目，耳，手足の指を持ち，語り尽くせないほどすばらしい未来
をその手に抱いています。…… 
　……皆さんもわたしも，その神の性質の幾分かを授かっていますが，そ
れには最も重大で神聖な制約があります。わたしたちに課せられ
た唯一の制約は自制であり，それはこの賜物が持つ神聖な力に対
する尊敬の念から生まれる自制心です。」 
十二使徒定員会　ジェフリー・R・ホランド長老「個人の清さ」『リアホナ』
1999 年 1 月号，85

性的な交わりの適切な表現は，永遠の祝福をもたらす 
「性的な関係は，『人の神聖な特質……を表す最高の方法の一つ』
です。性的な望みを適切に表現することによって，神の計画がこの
地上と永遠の世で展開することが可能になり，わたしたちは天の御
父のような者になります。神は忠実な者に永遠の命を約束してお
られます。永遠の命には，永遠の結婚や子供，その他永遠の家族
にかかわるすべての祝福が含まれるのです。」 
十二使徒定員会　デール・G・レンランド長老「性的な親密さの神聖な目的」

『リアホナ』2020 年 8 月号，14 －15

7. 



親の責任は神から 
与えられている
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͞ΒʹΔͨΊʹ�
• 『リアホナ』2020 年 8 月号から，

性の神聖な目的や適切な行使，そ
して子供に教える方法など，性に
対する神の見方についてさらに学
んでください。 

8. 
わたしたちがさらに神のようになるのを助けるために，神は多くの人々
に親になる機会と責任を与えられました。わたしたちは，「これらの
責務の遂行について」神に報告する責任があります。しかしまた，愛
と義のうちに子供を育て，彼らが試練を受けるときに助けるとき，結
婚と家族生活における幸福と成功を求めて神に頼ることができるの
です。

親の役割はなぜ重要なのか
「わたしたちにとって最も重要で，強い影響力を発揮すべき務めは，家
族の中にあります。家族の中でそれらの務めが重要なのは，子供の人
生の初期に，天の家に戻る道にしっかりと足をつけさせる機会が，家

族にはあるからです。」 
ヘンリー・B・アイリング管
長「彼らが天の家へ戻れる
よう助けてください」『リア
ホナ』2010 年 5 月号，
23 
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家族はわたしたちの助けを必要としている
「親自身にとっても，子供にとっても，家族が互いに愛
し合い，支え合うこと以上に，幸福と深くかかわって
いることはありません。」 
M・ラッセル・バラード会長「永続するものこそ最も大切な
ものである」『リアホナ』2005 年 11 月号，42 

神は御自身の子供たちが愛と義の中
で育てられるように望んでおられる 

「罪に屈しない者になるように子供を強化
することは，親や祖父母，家族，教師，指
導者にとって務めであり，祝福です。わた
したち一人一人が助ける責任を負っていま
す。…… 
　『〔わたしたちの〕子供たちを光と真理
の中で育てる』ためにどうするか，これは
難しい質問です。それぞれの家族とそれ
ぞれの子供によって異なるからです。し
かし，天の御父は，わたしたちの助けとな
る普遍的な指針を与えておられます。ま
た，子供を霊的に備えさせられる最も効
果的な方法について，御霊はわたしたちに
霊感を与えてくださいます。
　第 1に，この責任の重要性を明確に理

解することが必須です。わたしたちは，自分ならびに子供たちが神
の子であることと，神の目的を理解しなければなりません。このこ
とが，自分は何者であり，なぜ この世にいるのか分かるように彼ら
を助ける際に必要です。愛の深い天の御父の息子や娘であり，神か
ら期待されていることがあるということを，疑いなく知ることができ
るように，助けなければなりません。…… 
　そこで，罪に屈しない者になれるよう子供を助ける……鍵は，ごく
幼いうちから基本的な福音の教義と原則を，愛情を込めて教え始め
ることです。聖典や信仰箇条，『若人の強さのために』の冊子，初等
協会の歌，賛美歌，わたしたち自身の証から教えるのです。そうした
ことが子供を救い主のみもとに導きます。」 
中央初等協会会長　ジョイ・D・ジョーン
ズ姉妹「罪に屈しない世代」『リアホナ』
2017 年 5 月号，88 

͞ΒʹΔͨΊʹ�
• 親 の 務 め に つ いて さらに 知 るた め に，Churchof 

JesusChrist.org の「聖 文 と 研 究」か ら「福 音 の
テーマ」の「親の務め」の項を参照してください。 



わたしたちは神の家族のために， 
神の計画を擁護することができる

 2 0 2 0 年 9 月 号  23

9. 
世の始まる以前から，神の家族のために御父の計画を推し進め，
内部からの分裂と外部からの攻撃を防ぐことがわたしたちの役
割でした。「わたしたちは，全地の責任ある市民と政府の行政
官の方々に，社会の基本単位である家族を維持し，強めるため
に，これらの定められた事柄を推し進めてくださるよう呼びかけ
るものであります。」	その理由と方法を理解することは非常に大
切です。

なぜ結婚と家族を守るのか 
「末日聖徒イエス・キリスト教会の業は，究極的には，神の子供たち
に日の栄えの王国に入る備えをさせることであり，その王国の中でも
特に昇栄または永遠の命という最高の栄光を得られるようにするこ
とです。その最高の目標へは，永遠の結婚によってのみ到達するこ
とができます。永遠の命には，本来男女によって生まれる創造の力，
つまり，『とこしえにいつまでも子孫が満ちて続く』と現代の啓示が
説明している力が含まれます。
　ヤングアダルトに向けて話された際に，ネルソン大管長は教えま
した。『神の律法に従うならば，安全な中で成長して最終的には昇栄
に至ることができます。』 それは，天の両親が持っておられる昇栄し

た命と潜在能力を有し，神のようになる
ということです。それこそが，愛するすべ
ての者に到達してほしい最終目標です。」 
大管長会第一顧問　ダリン・H・オークス管長

「いちばん大切な二つの戒め」『リアホナ』
2019 年 11 月号，74 

攻撃的にならなくても家族を 
守ることができる 

「……信仰のある人々が公の場で自分の
見解を広めようとする場合，その方法と
主張は，信条を共有しない人々の意見と
見解を常に許容するものでなければな
りません。信仰のある人として常に愛を

もって語り，敵対する人に忍耐と理解と思いやりを
示さなければなりません。キリスト教の信仰を持つ
人々は，隣人を愛し（ルカ10：27 参照），赦すよう
に命じられています（マタイ 18：21－ 35 参照）。

『〔わたしたちを〕のろう者を祝福し，〔わたしたち
を〕憎む者に善をなし，〔わたしたちを〕不当に扱い
迫害する者のために祈りなさい』という救い主の教
えをいつも心に留めていなければなりません（マタ
イ 5：44 参照）。」 
ダリン・H・オークス管長「真理と寛容のバランスを取る」

『リアホナ』2013 年 2 月号，34 － 35 参照 

͞ΒʹΔͨΊʹ�
• 今月号のデジタル版にある「わたしたちは国会で証し

ました 」の記事で，家族を擁護したある夫婦について
読んでください。  
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•	 人は皆，「天の両親」の子供である。
この真実により，女性も男性も，ともに
幸福の計画の大切な一部であること
が理解できます。すべての成人男女，
少年少女が互いに相手を同じように価
値があり，必要とされている存在として尊重するようになったら，世界はどれほどすばら
しい所になるでしょうか。

•	 女性にも男性にも「神聖な行く末」がある。これは，少年も少女も，欠けるもののない天
の家にいつか行けるようになるという意味です。自分の神聖な行く末に到達するには，
どんな決断を下せばよいでしょうか。

•	 妻と夫は「互いに愛と関心を示し合う」べきである。人に愛と関心を示すことのできる
方法には，どんなものがありますか。

•	 父親と母親は家族を助ける方法は異なるが，「対等のパートナーとして」協力して働くべ
きである。男女が一致団結して大切なことを行うのを，あなたはどんなときに見ました
か。

•	 両親は「愛と義をもって」子供たちを育てなければならない。母親や祖母，そのほかの
女性からあなたが学んだ良いことには，どんなことがありますか。また，父親や祖父，そ
のほかの男性からあなたが学んだ良いことには，どんなことがありますか。

女性と男性の
両方の

大切さについて
͑るํ๏ʹڙࢠ

5

ਆの༬ڭ͕ऀݴձશମをରʹ͠たதԝැॿڠձूձͰʮՈ �ੈքのએ
��ʯをൃද͠たのɼݴ લの݄ࠓの͜ͱͰすɻͦのએ͔ݴΒ͔るॏཁͳࣄ
ฑを͛ڍ͔ͭز·͠ΐ͏ɻ

ͭのਅཧ
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•	 違う道具なのに組み合わせて使う
と役に立つものを，見つけてくださ
い。例えば，ナイフとフォークは
まったく違う道具ですが，どち
らも食事をするのに役立ち
ます。男性と女性は違い
ますが，どちらも
大切な存在です。
しかも，男女が力
を合わせて働くと，
驚くほどすばらしいことをすることができます。

•	 今月号の機関誌『フレンド』には，教会を導く男女を描いたページ
があります。それに色を塗りましょう。

•	自分の家族が男女双方にもっと敬
意と思いやりを示せるようにするた
めの目標を立てます。
•	自分が大切な存在であり，愛されて
いると理解していない人のことを，
考えてください。自分が天の両親
から愛されている子供であることを
その人に理解してもらうために，あ
なたにはどんなことができますか。
■

ͦのଞのཱ͚ͭڙࢠϦιʔε
• 「すばらしいアイデア」（『フレンド』2020 年 9 月号） 
• 「家族を愛する」（『フレンド』2020 年 9 月号） 
• 「わたしの総大会ノート」（『フレンド』2020 年 9 月号） 
• 「教会の指導にたずさわる女性たち」（『フレンド』2020 年 9 月号）

4 
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天の御父は，家族歴史と
神殿の儀式を通して 

わたしたちを癒すことが
おできになります。
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自分の決断に対して責任を負うすべての神の子は，イエス・キリストを信じる
信仰を働かせ，悔い改めてイエスの福音を受け入れる機会を，現在および過
去の場所や時代，環境にかかわらず，幕のどちらかの側で受ける必要があり

ます。神の子には皆霊的な癒しが必要であり，わたしたちは主の弟子として，この癒し
が可能になるよう助ける召しを受けています。
救い主の贖いの犠牲のおかげで，神殿で救いの儀式を受けることによりわたしたち
と先祖は再び生まれ，義の状態に変わって神に贖われ，新たな者となることができるの
です（モーサヤ 27：25－26 参照）。
ラッセル・M・ネルソン大管長は，こう教えています。「教会におけるあらゆる活動，
あらゆるレッスン，一歩一歩の進歩が，神殿を目指しています。福音を宣べ伝え，聖徒
を完全な者とし，死者を贖うというわたしたちの努力はすべて，聖なる神殿に至るもの
です。神殿の儀式はきわめて重要です。それがなければ，わたしたちは神の栄光に戻

中央扶助協会会長会
第二顧問
レイナ・I・アブルト 

神殿の儀式による
癒しの奇跡

カ
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ることはできません。」1	
律法学者やパリサイ人がイエスの弟子たち
に対してつぶやいたとき，イエス・キリストはこ
うお答えになりました。「健康な人には医者
はいらない。いるのは病人である。わたしが
きたのは，義人を招くためではなく，罪人を招
いて悔い改めさせるためである。」（ルカ5：
31－32）	
大管長会第二顧問のジェームズ・E・ファウ
スト管長（1920－2007 年）は，こう宣言して
います。「主はこの癒しの力を得るためのたく
さんの方法を与えてくださいました。……	
〔主は〕神殿の業を回復してくださった……
〔のです〕。これは，生者，死者双方の救いに
とって大切なものです。神殿は，この世の多
くの煩い事から一時的に逃れることのできる
聖所です。神殿は平安と静寂の場所です。そ
してこの聖所で主は『心の打ち砕かれた者を
いやし，その傷を包まれる』のです（詩篇
147：3）。」2	
至る所にある聖なる神殿で癒しの奇跡が起
こっています。いろいろな所を訪れると，その
ような奇跡の話をよく聞きます。バスを連ねて
神殿にやって来ては朝から晩まで先祖たちの
ために救いの儀式をしている忠実な会員の話
を，わたしたちは耳にします。朝早く学校が始
まる前に神殿に来て死者のためにバプテスマ
と確認を受け，この聖なる儀式のいろいろな
側面で奉仕する献身的な青少年の話を，わた
したちは耳にします。週に 1度，学校が終わ
ると公共交通機関を利用して神殿に行き，霊
的に再び生まれる機会を先祖に提供している
若い男性，若い女性のグループの話を，わた
したちは耳にします。神殿の救いの儀式を自
分自身のために受け，イエス・キリストの贖罪
を通して義の状態に変われるようにするため
に，船に何時間も揺られて神殿に参入する家
族の話を，わたしたちは耳にします。安息日に

個々の会員や家族が愛する先祖の名前を調べ，
後にそれを持って神殿に行き，神に贖われる機
会を先祖たちに与えているという話を，わたした
ちは耳にします。喜び勇んで神殿に来たものの，
バプテスマフォントが深くて背が立たないために
フォントに入る階段の最後の段に立って儀式を受
けなければならない11 歳の少年少女の話を，わ
たしたちは耳にします。すべては，新たな者とな
る機会を先祖に与えるためなのです。

考えてみると，わたしたちは皆，霊的に癒され，幕の向こう側にいる人た
ちにも癒される機会を与えるために神殿に来ているのです。癒しに関して
言えば，わたしたちは皆，切実に救い主を必要としています。これについて
説明するために，わたしの先祖のうち二人の話を紹介しましょう。

ͱの༊͠�
わたしの祖母イザベル・ブランコは，ニカラグアのポトシで生まれまし
た。わたしの記憶では，愛が深く，働き者で，信仰深い女性でした。子供
のころ，祖母は幼いわたしの心に信仰の種を植え付けてくれました。祖母

祖母イザベル・ブランコ

「神殿は平安と静寂
の場所です。そして
この聖所で主は『心
の打ち砕かれた者を
いやし，その傷を包
まれる』のです。」
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が熱心に祈る姿を見ていましたし，祖母は毎
週日曜日にわたしを連れてイエスを礼拝しに
行っていたのです。でも，祖母の人生は容易
なものではありませんでした。祖母はほかに
もいろいろなことをしていましたが，若いころ
は，裕福な家で女中として働いていました。
悲しいことに，当時はよくあることでしたが，
彼女は雇い主であるその家の主人の子供を身
ごもりました。そして，妊娠したことを隠し切
れない時期になると解雇されたのです。
わたしの父ノエルは，このようにして生まれ
たのでした。しかもポトシは小さな町だった
ためにノエルを含むだれもがノエルの父親が
だれなのかを知っていました。それにもかか
わらず，ノエルは父親と直接会ったこともなけ
れば，父親と連絡を取ったこともありませんで
した。
イザベルは一度も結婚しておらず，しかも，
婚外子がほかに二人いたのです。しばらくす
ると，イザベルはもっと良い仕事と教育の機
会を求め，3人の子供を連れて首都マナグア
に引っ越しました。
10 代の後半，ノエルはアルコール依存症に
なります。結局ノエルはわたしの母デルビと

両親のノエル・ブランコとデルビ・ブランコ

出会って結婚し，4人の子供をもうけました。ア
ルコール依存は長年にわたって結婚生活に深刻
な影響を与えており，父と母は 50 代のころ，アメ
リカ合衆国カリフォルニア州サンフランシスコに
移った後，別居しました。残念ながら，父はその
数年後に自殺しています。
母とわたしは，父が亡くなる何年か前に末日聖
徒イエス・キリスト教会の会員になりました。父
の死後，父の身代わりの神殿儀式を，一つを除

いてすべて行いました。結び固めの儀式だけはしなかったのです。当時
わたしは，父と結び固められたいかどうか，あえて母には聞きませんでし
た。父との関係がどれほどこじれていたかを知っていたからです。
ところが，奇跡が起きました。母が夫ノエルの夢を見たのです。ノエル
はマナグアの自宅の勝手口の外で母に手を差し伸べて一緒に来るようにと
言いました。母は，幸せな気持ちで目が覚めました。それから程なくして，
母はある日わたしに電話をかけてくると，落ち着いた声でこう言ったので
す。「今度の土曜日にお父さんとの結び固めを受けるの。よければあなた
も来ていいのよ。」	
わたしは喜び勇んで，「もちろんよ。立ち会うわ！」と答えました。電話
が終わってから気がついたのですが，わたしも両親に結び固められるので
す。うれしくなりました。
栄えある土曜日の朝，母と夫とわたしは聖なる神殿の聖壇にひざまずい
て死者の身代わりと生者の結び固めの儀式を行いました。それによって，
両親とわたしには，永遠に一つとなる機会が与えられたのです。息子も，
何年も前に亡くなったわたしの兄の身代わりとしてそこにいました。その神
聖なひとときには，あらゆる苦悩と悲しみを忘れることができました。救い
主イエス・キリストが贖いを通して幕の両側にいる者たちに与えてくださる
心地良い癒しの香油を，皆が感じたのです。
数年後，わたしは父が教会のどこかの集会所で説教壇のような所に立っ
ている夢を見ました。白のワイシャツにネクタイを締めて，霊感を与える
メッセージを伝えていました。夢の中で，父は年季の入った教会の指導者
だとわたしには思えました。その夢が何を意味するのかはよく分かりませ
んが，父が霊界でイエス・キリストの福音を受け入れているという希望を与
えてくれる夢でした。
ある時点で，わたしたちは祖母イザベルの神殿儀式も行いました。ただ
し，生涯一度も結婚しなかったために配偶者との結び固めの儀式はしてい
ません。考えてみてください。男性から大切に扱われず，その生涯で辛酸
をなめてきたイザベルのような女性も，神殿での身代わりの儀式を通し，選

わたしたちは皆， 
霊的に癒され，幕の
向こう側にいる 
人たちにも癒される
機会を与えるために
神殿に来ます。
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択の自由を行使して聖なる聖約を神と交わす機会
に幕の向こう側であずかることができるのです。
すべての人と同じく，祖母も，信仰を育て，悔い改
め，愛され，聖めを受ける必要があります。つま
り，癒しが必要なのです。
今振り返ってみると，ノエルはつらい子供時代
を過ごし，深刻な依存症になっていたにもかかわ
らず，子供への愛情は，父の弱さを補って余りあ
るほど深かったことが分かります。その特質がい
ちばんよく発揮されていたのは，家族とともに暮

らしていたときだったのでしょう。父はいつもわたしたちに優しくて，父が
わが子に腹を立てたときのことを，わたしは一度も思い出すことができませ
ん。神は憐れみ深い御方ですから，信仰を働かせて悔い改め，聖なる神
殿で行われる救いの神殿儀式を通してイエス・キリストを自分の贖い主と
認める機会が，ノエルにも与えられているのです。わたしたち皆と同様，ノ
エルにも癒しが必要なのです。
以上，全世界にある主の神殿で個人と家族に与えられる癒しの永遠の
祝福の中から，二つだけ挙げました。ネルソン大管長が教えているように，
「わたしたちが世に伝えるメッセージは簡潔で心からのものです。幕の両
側にいるすべての神の子供たちに，救い主のもとに来て，聖なる神殿の祝
福を受け，永続する喜びを得，永遠の命を受けるふさわしさを身につけるよ
うお勧めします。」3	

その永遠の賜物を受けるためにイザベルとノエルが必要としていたすべ
てのことについて考えると，それが，完全な愛でわたしたちを愛し，神の業
と栄光のためにすべての人を召しておられる，慈しみ深い天の御父と救い
主が可能にしてくださった奇跡だということが，わたしには分かります。
イスラエルの集合について，ネルソン大管長はこう言っています。「幕の
両側にいるすべての天の御父の子供たちは，回復されたイエス・キリストの
福音のメッセージを聞くに値します。彼らはさらに知りたいかどうかを自分
で判断するのです。」	そして，こう説明しました。「だれかを助けるために
何かを行うときはいつでも，それが幕のどちら側であろうと，神と重要な聖
約を交わして，救いに不可欠なバプテスマと神殿の儀式を行うことに向
かって進むのであれば，あなたはイスラエルの集合を助けています。それ
だけのことなのです。」4	
神殿の儀式を行ったイザベルおばあちゃんと父のノエル，それに，ほかの
すべての先祖たちが霊界でイエス・キリストの福音を受け入れているかど
うかは分かりませんが，わたしは希望を持つことができますし，信仰を行使
することができ，神と聖約を交わしてそれを守り，やがて先祖たちとともに

救い主の贖いの 
犠牲のおかげで， 
神殿で救いの儀式
を受けることにより
わたしたちと先祖は
再び生まれることが
できるのです。
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「決して終わりのない幸福な状態」で暮らせるような人生を送ることができ
ます（モルモン 7：7）。
そして，わたしが幕の向こう側に行ったとき，彼らがイエス・キリストの福
音をまだ受け入れていないのであれば，わたしは必ず彼らにその福音を教
えます。彼らを抱き締めてどんなに愛しているかを伝え，生きているときに
はできなかった心の通う会話をして，「イエスがキリストであり，永遠の
神」5 であられることを証します。その時の来るのが，わたしは待ち遠しく
てたまりません。

༊͢ྗ�
時々わたしたちは，自分の中にある生まれながらの人のせいで，自分はほ
かの人を「直す」ために召されていると考えることがあります。わたしたち
はほかの人を「直す」召しも，ほかの人を説教したりしかったりする召しも
受けていません。わたしたちはほかの人を鼓舞し，勇気づけ，招き，人をす
などる漁師，魂の漁師となるよう召されていますが，それは，救い主，贖い
主であるイエス・キリストによって癒される機会を彼らが受けられるように
するためなのです。
イザヤ書 61章には，主がエルサレムで教え導く業を始めたときに主御自
身も引用された言葉があります（ルカ4：18－19 参照）。こう宣言してお
られるのです。
「主なる神の霊がわたしに臨んだ。これは主がわたしに油を注いで，貧
しい者に福音を宣べ伝えることをゆだね，わたしをつかわして心のいため
る者をいやし，捕われ人に放免を告げ，縛られている者に解放を告げ，	
主の恵みの年とわれわれの神の報復の日とを告げさせ，また，すべての
悲しむ者を慰め，	
シオンの中の悲しむ者に喜びを与え，灰にかえて冠を与え，悲しみにかえ
て喜びの油を与え，憂いの心にかえて，さんびの衣を与えさせるためであ
る。こうして，彼らは義のかしの木ととなえられ，主がその栄光をあらわす
ために植えられた者ととなえられる。
彼らはいにしえの荒れた所を建てなおし，さきに荒れすたれた所を興し，
荒れた町々を新たにし，世々すたれた所を再び建てる。」（イザヤ 61：
1－ 4）	
デール・G・レンランド長老は，こう教えています。「家族歴史と神殿活
動は，癒しを必要と〔する〕ものを癒す力を与え〔ます〕。……	悲劇や死，
苦難はありますが，神は，無限の力をもって，個人と家族を結び固め，癒さ
れます。」6	
ネルソン大管長は，「癒しの真の力は，……神からの賜物」であると教
え 7，こう説明しています。「復活の賜物は，主による究極の癒しです。主

のおかげで，肉体はその本来の完全な造りに
回復されます。主のおかげで，どのような状
況にも希望があります。主のおかげで，現世
でも来世でも，より良い日々が待っているので
す。悲しみの向こうには，真の喜びが一人
一人を待っています。」8	
天の御父がわたしたち皆を愛しているため
に「道」を与え 9，イエス・キリストを信じる信
仰を働かせて神と聖約を交わし，それを守
り，主の戒めに従うならばだれもが肉体と霊
の癒しを受けられるようにしてくださっている
ことを，わたしは証します。キリストが地上に
来て，「囚人が解放され，……打ちひしがれて
いる者に自由を得させ」（ルカ4：18），それ
によってだれもが「染みのない清い者」にな
れるようにしてくださったことを（モロナイ
10：33），わたしは証します。■

神殿会長およびメイトロンに向けて2019年10月17日に
行った説教より。

注 
	 1.	ラッセル・M・ネルソン「神殿の祝福のために備える」『リ
アホナ』2010 年 10月号，41	

	 2.		ジェームズ・E・ファウスト「霊的な癒し」『聖徒の道』
1992 年 7月号，7	

	 3.	ラッセル・M・ネルソン「神のみ業に進みて」『リアホナ』
2018 年 5月号，118		

	 4.		ラッセル・M・ネルソン「シオンのつわもの」（2018 年
6月3日，ワールドワイド・ユースディボーショナル）
HopeofIsrael.ChurchofJesusChrist.org	

	 5.		モルモン書タイトルページ	
	 6.		デール・G・レンランド「家族歴史と神殿活動―結び固め
と癒し」『リアホナ』2018 年 5月号，46，48		

	 7.		Russell	M.	Nelson,	in	Sheri	Dew,	Insights	from	a	
Prophet ’s	Life:	Russell	M.	Nelson	(2019),	150.		

	 8.		ラッセル・M・ネルソン「イエス・キリスト―偉大な癒し
主」『リアホナ』	2005 年 11月号，87	

	 9.		イザヤ42：16；51：10；1ニーファイ3：7；9：6；17：41；
22：20；2 ニーファイ8：10；9：10；エテル12：8；教義と
聖約132：50 参照
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Θたしは，次の日曜日に教える予定だった若い女性の
レッスンのページをぱらぱらとめくっていました。そこ

に載っている中央幹部の言葉は重要で自分たちに当てはま
るものでしたが，しばらく前のものでした。
例えば，スペンサー・W・キンボール大管長（1895－
1985 年）は，わたしがバプテスマを受けた当時の大管長で
した。わたしは，テキストの随所に載っている大管長の言葉
を価値あるものだと思いましたが，自分たちの知らない指導
者の言葉に若い女性は親しみを覚えないのではないかと心
配しました。
導きを求めて祈ると，新しいことに挑戦すべきだという促
しを感じました。物語の一部を現代風にして，最近の総大
会からトーマス・S・モンソン大管長（1927－2018 年）の
言葉を引用しました。結果は驚くべきものでした。みんな
が積極的に参加する，特別なレッスンになったのです。それ
からは，レッスンのテキストはレッスンを準備するための手
引きとして使うようにしました。
そのような準備の仕方は，より多くの作業を要します。こ
れまで以上に自分で学習し，若い女性たちを知り，彼女たち
がどのような経験をしているのか考えなければなりませんで

   ె の 

した。そして，彼女たちにも共感できそうな，生ける教会指
導者の模範や言葉を探すのです。若い女性たちを愛してい
たので，彼女たちのためにさらに手間をかけることは苦にな
りませんでした。
そのうち，わたしの行っていることに指導者たちが気づき
ました。不従順だとしかられるのではないかと心配しまし
たが，続けるように励まされました。
2012 年が終わる数週間前，ステーク内の青少年指導者

が集められ，訓練集会が開かれました。その集会でステー
クの指導者から，青少年のための新しい教科課程である
『わたしに従ってきなさい』が紹介されました。
わたしは自分の耳を疑いました。主が教えられたようにわ
たしたちも教え，生ける預言者や使徒たちからレッスンのた
めの霊感を求め，青少年をよりよく知るべきだと，ステークの
指導者たちは説明しました。わたしはすでにそれらのこと
について証を得ていました。
ほかの青少年指導者たちはレッスンの準備の方法につい
ていろいろと質問していましたが，わたしにとってその新し
いアプローチは非常に明確でした。『わたしに従ってきなさ
い』は，わたしは不従順なのではないという主からの答えで
あると感じました。この新しい教科課程を教えるために，主
がわたしを備えておられたのだと感じました。わたしたちが
謙遜で，勤勉であって，聖霊に耳を傾けるなら，預言者や使
徒たちが発表するあらゆる変化に調和することができると
知っています。■

霊感と『わたしに従って 
きなさい』 
サイマール・カリーナ・ロメイ・デ・ロハス（エクアドル，グアヤス県） 

若い女性のレッスンを準備していたとき，新しいことを 
試すことにしました。
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Θたしのすばらしい両親には，年
の近い 4人の息子と，唯一の娘

であるわたしがいます。わたしたち
きょうだいは年齢が近いだけでなく，
それ以上に，常に互いの心を近くに
感じていました。互いに支え合い，
一緒に過ごした大切な思い出があり
ます。いつも友達のように仲が良かっ
たのです。
ですから，兄弟の一人が自ら命を
絶ったとき，わたしは打ちひしがれま
した。自分の心はこの痛みに耐えら
れないのではないかと思いました。
いえ，痛みという言葉はあまり正しく
ありません。愛する人を自殺で失うと
いう恐ろしい経験を正しく伝えられる
ほど強い言葉は存在しません。自分
の世界がひっくり返るも同然です。
きょうだいの死に関する，魂が引き
ちぎられそうな疑問が多々ありました
が，わたしは主の助けに頼りながら家
族の世話をし，そのほかの義務を果
たしました。
主に助けを求めると，自分の疑問に
ついて預言者に手紙を書きなさいと
いう促しを感じました。自分の抱え
る疑問はとても大きくて深くて，預言
者しか答えられないだろうとほんとう
に信じていたのです。でも，預言者に

送らなかった手紙への答え
エリザベス・アレン（アメリカ合衆国，ユタ州）

その手紙を実際に送る必要がないこ
とも知っていました。躊

ちゅう

躇
ちょ

しました
が，過去にも聖霊の促しに従って行動
し，良い結果を得られたことを思い出
しました。
そこで，ラッセル・M・ネルソン大
管長にあてた手紙を涙ながらに書き
ました。今感じていること，頭の中を
ぐるぐる巡る疑問に対して答えが得ら
れさえすれば前へ進められることなど
を書きました。手紙を書き終え，ネル
ソン大管長と宛名を書いた封筒に入
れると，聖典バッグにしまいました。
そのうち，手紙のことは忘れてしま
いました。だいぶ後になってから聖
典バッグに入っているのを見つけて，
開封してみました。手紙を読み進
めると，書き連ねたすべての疑
問に対して，信仰と，
自らの聖文研究，祈
り，神殿参入，そして
忍耐を通じて，聖霊が
わたしをすでに答えへ
と導いてくださってい
たことを知りました。
救い主と救い主の愛
を近くに感じました。
手紙を送らなくて
ほんとうによかった

です！	代わりに，主がわたしやすべて
の神の子供たち一人一人を慈しみ，導
いてくださるのだということを再び学
ぶ貴重な経験をすることができまし
た。
自分の疑問はあまりに複雑で，預言
者しか答えられないだろうと思ってい
た時期がありました。でも，「わたし
はあなたがたを捨てて孤児とはしな
い。あなたがたのところに帰って来
る」という救い主の語られた真理に
（ヨハネ14：18），自らたどり着くこと
ができたのです。■

聖典バッグに手紙が入っていることに気がつき，それを開封して 
みました。送らなくてほんとうによかったです！
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Θたしの兄のイェルコが飲酒運
転者にはねられたのは 19 歳の

ときでした。幸いなことに，イェルコ
の友人は 2 週間前に救急法の講習を
受けたばかりでした。救急隊が兄を
病院に連れて行くまで，その友人が兄
の命をつないでくれました。
地域の病院の多くは神経科医が一人
しか当直勤務をしていませんが，イェル
コが到着したとき，神経科医のグルー
プが特別な会議で集まっていました。
彼らはすぐに兄を診てくれました。
イェルコは 6か月間入院することに
なり，そのうち 3 か月は昏睡状態でし
た。入院の間，母は毎日朝 7 時から
夜 7 時まで兄に付き添いました。
ワードやステークの会員はイェルコの
ために祈り，断食し，神権の祝福をし
てくれました。わたしたちの祈りがこ
たえられ，兄は 2011年 1月1日に目
を覚ましました。それ以降も会員は

イェルコを何度も見舞い，病院で治療
を続ける兄の世話をするわたしたちを
助けてくれました。この困難な時期
の間，彼らはまるで仕える天使のよう
でした。
現在，イェルコには短期記憶喪失
を含む幾つかの身体的な問題があり
ます。それでも，兄は歩くことも，普
通に話すこともできます。医師たちは
信じられないと言います。
イェルコが事故に遭ったとき，わた
しは若い女性に属していました。「わ
たしたちは天父の娘です。天父はわ
たしたちを愛し〔ておられます〕」と，
わたしは毎週復唱していましたが，こ
の言葉が持つ意味をよく理解できて
いませんでした。事故の後，わたしを
愛してくださっている天の御父の存在
を確かに知ることができました。
神殿はその愛の現れです。イェルコ
とわたしは両親に結び固められてい
たので，たとえ兄を失ったとしても，

またいつか一緒になれると知ってい
ました。家族やわたしにとって，それ
は大きな慰めになりました。
事故の直後，医師からイェルコの命
は数時間しかもたないと告げられた
とき，わたしは兄を救ってくださるよう
必死に天の御父に祈りました。イェ
ルコが命を取り留めたとき，わたしは
宣教師になってわたしたちが経験し
た奇跡を人 と々分かち合いたいと思い
ました。
兄の回復の物語は，わたしがペルー
で宣教師として教えた人々にとって祝
福となりました。わたしの経験を話す
と，特に困難な状況に直面している人
たちの心に響くようでした。
なぜ困難が訪れるのか，わたしたち
はよく疑問に思います。でも，天の御
父の愛を信頼するとき，最終的には
万事がわたしたちの益となるようにと
もに働くことを知っています（ローマ
8：28 参照）。■	

兄の回復と 
天の御父の愛 
マカレナ・モリナ（チリ，ビニャ・デル・マール） 

兄の事故の後，わたしを愛してくださっている天の御父の存在を 
知ることができました。
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͋る日，わたしは当時中央日曜学校会長であったタッ
ド・R・カリスター兄弟のインタビューを見ました。メ

モを取りながら見ていると，息子のジョンとの関係を修復す
る方法について考えが浮かびました。息子のバプテスマを
6か月後に控えている今，息子と一緒にモルモン書をすべて
読むべきだという印象を受けました。
それははっきりとした印象で，どの部屋で何時に読むべき
かまで分かったのです。また，アイダホ州メリディアン神殿の
敷地内で読み終えるべきだという明確な印象も感じました。
毎晩，1対1で時間を取って読み進めていると，わたしたち
の関係は改善していきました。互いに寛容になり，互いの考え
方に対する理解も深まり，頻繁に聖霊の訪れを感じました。
モルモン書を読み終える前の晩，わたしたちはモロナイの
約束を読みました。キリストを信じて，モルモン書が真実で
あるかどうか誠心誠意神に問うならば，わたしたちはこれが
真実であることを聖霊の力によって知ることになるという約
束です（モロナイ10：4－5 参照）。モルモン書が真実であ
ること，ジョセフ・スミスが神の預言者であったこと，末日聖
徒イエス・キリスト教会がこの地上における神の王国である
ことについて，わたしたちは確認を受けることができました。
翌日，わたしたちは神殿の敷地内のベンチに座りました。
天使モロナイの像を見上げ，モロナイの最後の証を読み直し
ました。その日以降，ジョンは神殿で一緒にモルモン書を読
んだときのことを折に触れて話すようになりました。わたし

息子とモルモン書とわたし 
アン・マックソン（アメリカ合衆国，アイダホ州） 

自身も，神殿に参入する度にあのベンチを見詰め，霊感を受
けて立てた目標をジョンと二人で達成した特別な時間のこと
を思い返すのです。
大管長会第二顧問のヘンリー・B・アイリング管長は，次
のように述べています。「賢明な両親は，『わたしのもとに来
なさい』という主の招きをより強い決意で受け入れるよう
に，子供一人一人と自分自身を導く機会として捉えるので
す。」1	
「子供一人一人」という表現には価値があると思います。
御自身が一人一人を教え導いたように，救い主はわたしたち
が子供一人一人を教えるのを助けてくださいます。
ジョンとともに読みなさいという霊的な導きを受けたこと
で，主がわたし以上に子供たちのことを御存じであることが
よく分かりました。主の勧告に耳を傾け，それに従うなら
ば，子供一人一人を主のもとへと導けるように，主がわたしを
導いてくださると知っています。■

注
	 1.		ヘンリー・B・アイリング「主の御霊がとどまる家庭」『リアホナ』2019 年
5月号，23	

御自身が一人一人を教え導いたように，救い主はわたしたち
が子供一人一人を教えるのを助けてくださいます。
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༬ऀݴΛͲのΑ͏ʹ࣋ࢧͰ͖ΔͰ͠ΐ͏͔

レーマン人
サムエルは，
ニーファイ人に教

えを説いた預言者です。多くの人が
サムエルを拒みましたが，少数の人は
耳を傾け，その霊感あふれる教えを信
じました。総大会の間やそのほかのと
きに，わたしたちは今日の預言者であ
るラッセル・M・ネルソン大管長の話
に耳を傾け，大管長を支持する機会が
あります。

レーマン人サムエルの話を読み，今日
の預言者を言葉と行いの両方で支持
できる方法を考えてみましょう。

注
	 1.		Russel l 	M .	
Nelson ,	“ The	
Love	and	Laws	of	
G o d ” 	 [ B r i g h a m	
You ng 	Un i v e r s i t y	
devot iona l ,	Sept .	17,	
2019],	3,	speeches.byu.
edu.	

͋ͳͨࣖΛ͚·͔͢
多くの人がサムエルを拒みましたが，

サムエルのメッセージを受け入れた人
たちもいました。彼らはサムエルの言
葉に従って悔い改め，バプテスマを受
けました。末日の預言者や使徒たちの
教えを聞くだけでなく，その教えに基
づいて行動するために，あなたはどの
ようなことができるでしょうか。

�ΘΕΔͨΊͰͳ͍ࢥ͘ྑ
多くの人はサムエルの教えに激怒

し，石や矢でサムエルを攻めました。
罪など重大なことではないと説く者に
しか彼らは従う気がないと，サムエル
は 言 いまし た（ヒラ マン 13：25 －
27 参照）。

現代においても，ネルソン大管長は
次のように述べています。「預言者が
人々に良く思われることはめったにあ
りません。」1 今日の人々が預言者に投
げる「石」や「矢」を，わたしたちはど
うすれば用いないようにすることがで
きるでしょうか。 

Θͨͨͪ͠の࣌のͨΊの͑ڭ�
サムエルの時代，ニーファイ人は邪

悪になっていたため，サムエルは人々に
悔い改めを促しました。また，サムエ
ルはイエス・キリストの降誕について証
し，罪を犯すことの危険性を警告しま
した（ヒラマン 14：11－12 参照）。サ
ムエルはほかにどのような原則を教え
ましたか。今日，ネルソン大管長はど
のようなことを教えているでしょうか。

 8月31日－9月6日  
ヒラマン13－16章

イ
ラ
ス
ト
／
ダ
ン
・
バ
ー 



 9月7－13日  
3 ニーファイ1－7章
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Ͳ͏͢ΕྶతͳݧܦΛ
Εͣʹ͍ΒΕΔͰ͠ΐ͏͔�

暗くならない一昼夜を経験
し，キリストの降誕に関す
るレーマン人サムエルの

預言が成就したことにニーファイ人
は驚きました（3 ニーファイ1：15 －
21 参照）。残念ながら，数年のうち
に，「民は……あの数々のしるしと
不思議を忘れ始め」（3 ニーファイ
2：1），邪悪になっていきました。

χʔϑΝΠਓͳͥͦΜͳʹૣ͘�
Εͯ͠·ͬͨの͔�

目の当たりにした数々のしるしと不思
議をニーファイ人が忘れてしまった理由
は 幾 つ か あります。 3 ニーファイ1：
22 と 3 ニーファイ2：1－3，10 を読み，
人々がどのように主を忘れていったか，書
き出しましょう。

今日，サタンはどのようにしてこれらと
同じ方法を使ってわたしたちを欺こうとす
るでしょうか。

Εͳ͍ͨΊʹ�
十二使徒定員会のロナルド・A・ラズバ

ンド長老は次のように述べています。「特に危
機に直面しているときには，御霊を感じたときの

こと，証が強かったときのことを思い出すよう
……勧めま〔す〕。自分が築いてきた霊的な基を思い

出〔してください〕。わたしは約束します。このことを行〔う〕……
なら，強い証のあったあの貴い日々の記憶が，謙遜な祈りと断食を通し

て再びよみがえるでしょう。イエス・キリストの福音の安らぎと温かさを再
び感じるようになると皆さんに約束します。」1 

過去の霊的な経験をよりしっかり覚えておくため
に，どのようなことができるでしょうか。

͠߹͍�
人生における「忘れ難い」霊的
な経験を忘れないために，ほかに
どのような方法があるでしょうか。
あなたはこれまでにどのような霊
的な経験をしてきましたか。書き
留めてみましょう。家族と分かち
合ってもよいでしょう。

注 
	 1.	ロナルド・A・ラズバンド「忘れ
ない」『リアホナ』2016 年 11月
号，114	
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復活した救い主がニーファ
イ人の間で教え導かれ
る直前のことです。ニー

ファイ人はイエス・キリストを「わ
たしの愛する子……わたしの心に
かなう者である」と紹介される天
の御父の声を聞きました（3 ニー
ファイ11：7）。自分自身の生活の
中でどうすれば聖霊を通して神の
声を聞くことができるか，わたした
ちはニーファイ人の経験から多く
を学ぶことができます。

ਆ఼ʹ͘ߦ�
ニーファイ人は， 
バウンティフルの 
地にある神殿の 
周りに集まって 

いました（3 ニーファイ
11：1 参照）。神聖な 
場所にいたことで， 
彼らは神の声を聞く 

機会を得ました。
神殿に参入し御霊を 
通して神の声を聞く 
ために，わたしたちは 
どのように備えること
ができるでしょうか。

͠߹͍�
よく注 意を払い，理 解したいと
願った結果，ニーファイ人はついに
天の御父が御子を紹介される声を
聞きました。

生活の中で霊的な導きを求める
ことにもっと集中するにはどうす
ればよいでしょうか。

ࣖΛ։͘�
ニーファイ人は 
3 度目に声が 
聞こえたとき， 

「耳を開いてそれを 
聞き」ました（3 ニー

ファイ11：5）。 
彼らはへりくだり， 

進んで耳を傾けました。
御霊を通して 

神の声を聞くために， 
わたしたちは 

どのように謙遜に 
なれるでしょうか。

Ͳ͏͢Ε
ਆのΛฉ͚ΔͰ͠ΐ͏͔�

ྗΛ͡ײΔ�
最初，ニーファイ人は 
「小さな声」を聞き 
ましたが，「その声の 
告げる意味が分か」 

りませんでした（3 ニー
ファイ11：3）。この声
は，「聞いた人々の心の

中まで貫」きました
（3 ニーファイ11：3）。
御霊の「静かな細い声」
の力を，わたしたちは 
どうすれば感じること
ができるでしょうか 

（列王上 19：11－12 
参照）。

の͢Δํ心Λ͚Δ�
ニーファイ人は 

一度耳を開くと， 
「目をその声のする 
方へ向けて，その声が 

発せられる天を 
見詰め」，「自分たちに 

聞こえたその声の 
告げる意味」を 
理解しました 

（3 ニーファイ11：
5 － 6）。

 9月14－20日  
3 ニーファイ8－11章
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͠߹͍�
神との聖約をより 
尊ぶにはどうしたらよいで
しょうか。「地の塩」となり，周り
の人に祝福をもたらすにはどうし
たらよいでしょうか。

「わたしたちは『地の塩』であると
同時に『世の光』でもあり，その光
を隠してはならないのです（マタ
イ 5：13 －16 参照）。」 
大管長会第一顧問　ダリン・H・オー
クス管長「悔い改め，変わる」『リアホ
ナ』2003 年 11 月号，40 

 

Ͳ͏͢Ε
のԘʹͳΕΔͰ͠ΐ͏͔�

　「わたしはあなたがたをの�

Ԙとする。しかし，もし塩がその 

ԘؾΛࣦͬͨΒ，地は何によって 

塩味をつけられようか。 

その塩はもはやԿのʹཱͨͣ， 

ただ外に捨てられて， 

人々に踏みつけられる

だけである。」（3 ニーファイ

12：13；強調付加） 

のԘɿ
わたしたちはイエス・キリ

ストと聖約を交わすと
き，主の再臨に向け
て世界を備えると
約束します（教義

と聖約 34：5－7 参
照）。

Կのʹཱͨͳ ɿ͍
塩気を失った塩は何の役

にも立たなくなります。「い
つでも，どのようなことについ
ても，どのような所にいても，
……神の証人になる」とき，
わたしたちは地の塩となって
います（モーサヤ 18：9）。

ԘؾΛࣦ ɿ͏
わたしたちは「世の光」とな

り，人々がキリストのもとに来る
のを助けなければなりません。
それを怠るならば，わたしたちは

「塩気を失った塩のよう」になる
かもしれません（教 義と聖 約
103：9 －10）。

モーセの律法の下では，
肉をささげ物として用い
る前に塩で味をつける

必要がありました（欽定訳〔英語〕
レビ 2：13 参照）。肉をささげ物
として準備するために塩が使われ
たように，わたしたちが「地の塩」
となることで，主のために世界を備
えることができます（3 ニーファイ
12：13）。

 9月21－27日  
3 ニーファイ12－16章
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Θ ͨ ͠ の େ ձ ϊ ʔ τ �

「わたしたちは世の悪から身
を隠し，逃避するために神殿
に参入するのではありませ
ん。ͦ ͏Ͱͳ͘ɼѱのੈʹ
ଧͪউͭͨΊʹਆ఼ʹࢀೖ
͢ΔのͰ͢ɻʯ 
十二使徒定員会　デビッド・
A・ベドナー長老「わたしの名
のためにこの家を建てなさい」
86；強調付加 

�ͭの৽͍͠ਆ఼͕
ൃද͞ΕΔ

ΞϧθϯνϯɼόイΞϒϥϯΧ 

ΞϝϦΧ߹ऺࠃɼ 
ϑϩϦμभλϥϋγʔ 

ίϯΰຽओڞࠃɼϧϒϯόγ 

ΞϝϦΧ߹ऺࠃɼ 
ϖϯγϧϕχΞभϐッπόʔά 

φイδΣϦΞɼϕχϯγテΟ 

ΞϝϦΧ߹ऺࠃɼ 
ϢλभγϥΩϡʔス 

Ξϥϒटࠃ࿈ɼドόイ 

த՚ਓຽڞࠃɼ্ ւ 

w  χʔϧɾ-ɾΞϯμʔηϯ࣍のΑ͏ʹड़͍ͯ·すɻ
ʮ͍ٹओのൺྨのͳ͍᩿͍のॕの͓͔͛ͰɼΘた͠たͪ
ʰओのをฉ͘ʱ͜ ͱ͕Ͱ͖るのͰすɻʜʜ ৴ڼɼै ॱɼݠḮɼ
ҙʹΑͬͯఱの૭։͔Ε·すɻʯʢʮਓੜʹͱͬͯྶతʹॏ
ཁͳهԱʯ��ʣ

w   ΫΤϯテΟϯɾ-ɾΫッΫɼʮݸਓのࣔܒɼڏݠʹओの
ಋ͖をٻめるすͯのਓʹ༩͑ΒΕ·すʯͱޠΓɼࣔܒʹඋ͑
るためʹཱͭ � ͭのݪଇをհ͠·͠たʢʮਓੜをಋ͘ɼ༬
��のॕʯࣔܒਓのݸͱࣔܒのઈ͑ؒͳ͍ऀݴ ʵ �� ࢀ
রʣɻ

w  ϦΧϧドɾ1ɾώϝωス࣍のΑ͏ʹड़͍ͯ·すɻʮଟ
͘のਓ͕͔֬ʹイΤスɾΩϦスτを৴͍ͯ͡·す͕ɼ伴ͱͳる
࣭Θた͠た͕ͪイΤスɾΩϦスτを৴པͯ͠ ͍る͔Ͳ͏
͔ɼͦ ͯ͠ɼओ͕Θた͠たͪʹ͏ߦΑ͏͑ڭɼٻめ͓ͯΒΕる
ฑを৴͍ͯ͡る͔Ͳ͏͔ͱ͍͏͜ͱͰすɻʯʢʮਓੜのཛྷのආࣄ
͚ॴを͚ͭݟるʯ���ʣ

�� Ҏ্のઆߦ͕ڭΘΕたੈ
քنのେձをͲのΑ͏ʹཁ
すΕΑ͍Ͱ͠ΐ͏͔ɻϥッ
ηϧɾ.ɾωϧιϯେ݁
ͼの͍͋ͭ͞Ͱɼʮh ൴ʹฉ͖ͳ
͍͞ ͱɦ͍͏ਆのݴ༿ʯをҾ༻
͠ɼ࣍ の Α͏ʹ ड़  ·͠たɻ

ʮօ͞Μ͕վめ͍ͯٹओのݴ༿
をฉ͖ɼࣖ を͚ɼ৺ʹཹめる
͜ͱを৺をࠐめͯ͏ߦΑ͏فΓ
·すɻʯʢʮ৴ڼをͬͯલਐす
るʯ���ʣ 

めΑ͏ɼೝࣝ͠Α͏ٻをࣔܒ
ͱઈ͑ͣྗͭͭ͠ɼωϧιϯ
େ͜ΕΒのऀのઆڭ
をࢹ ௌする͔ɼಡΜͰͩ͘͞
͍ɻ 

Θͨͨͪ͠ͲのΑ͏ʹͯ͠ओのΛʮฉ͘ʯ͔
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� � � �  � ݄ の ૯ େ ձ

すべてのページ番号は『リアホナ』2020 年 5 月号のものです
（オンライン版は，liahona.ChurchofJesusChrist.org を参照）。

Θた͠たͪจԽతภݟʮࣗ༏ઌʯのϝッηʔδʹғ
·Ε͍ͯる͔͠Ε·ͤΜ͕ɼҰகͯ͠ಇ͘ͱ͍͏ਆ͔Β༩
͑ΒΕたൣنʹɼஉੑঁੑै͏༻ҙ͕Ͱ͖͍ͯͳ͚Ε
ͳΒͳ͍ͱɼδʔϯɾ#ɾϏϯガϜ࢞ຓ͑ڭ·͠たɻ
ʮঁੑʹਆ͔Βಠಛͳࣀ͕༩͑ΒΕ͓ͯΓɼಛ༗の

͕͋Γ·す͕ɼͦ ΕΒ͕உੑʹ༩͑ΒΕたࣀͱ
ൺɼΑΓॏཁͩͬたΓ͋·ΓॏཁͰͳ͍ͱ͍͏͜ͱ͋Γ
·ͤΜɻすͯɼఱのޚのਆͳܭըをたΒすため
ʹ༻ҙ͞Εɼඞཁͱ͞Ε͍ͯ·すɻ͜のܭըɼਆ͕ͦのࢠ
ձを༩͑るたػのߴ࠷たͪʹɼਆͳՄੑをશ͏するڙ
めʹཱͯΒΕたのͰすɻʯʢʮҰகͯ͠ਆのۀを͛͠
るʯ�� ʵ ��ʣ 

Θた͠た͍ͪޓを͍ٹのۀʹ͓͍͔ͯܽͤͳ͍ύʔτ
φʔͱͯ͠ଚॏする༻ҙ͕Ͱ͖͍ͯるͰ͠ΐ͏͔ɻ 

ϩʔϨϯɾιΩɾϘʔϚϯ

オマーンに住むわたしたち夫婦は，地球の
反対側で開催される大会の午前の部会を
視聴するために，子供たちを急いで寝かし
つけました。主の預言者や弟子たちを通
して天の御父が与えてくださる導きと平安
を切望していたので，指折り数えて大会の
日を待っていました。 

主は努力することを大切にされると，
ジョイ・D・ジョーンズ姉妹は教えてくれま
した。では，主の模範に倣うために努力し
たいと，わたしはどれほど望んでいるで
しょうか。 

ヘンリー・B・アイリング管長は，歴史
上重要なこの時期にわたしたちが担うべ
き役割は何かを問いました。 

ボニー・H・コードン姉妹とジェフリー・
R・ホランド長老は，どのように自分の光
を意識的に輝かせることができるか考え
るように言いました。 

主が速やかに進めておられる善なる業
の一端をわたしも担いたいと強く感じま
した。 子供たちの個人の成長を助ける努
力や，より思慮深い，霊的に信頼される友
となる努力，データ入力など家族歴史の
作業を行う努力。神の子供たちに仕える
ことによって神に仕えるための，独創的で
新しい機会を見つける努力。大会を通し
て，これらのことに改めて努めたいと感じ
ました。 

「わたしたちは力になること
ができます。わたしたちは
人々にも見えるように，自分
の光を意識的に輝かせるこ
とができるのです。わたし
たちは招くことができます。 
どんなにたどたどしくても，
わたしたちは 救 い主に向
かって歩 み を 進 めてい る
人々と旅路を共にすること
ができます。イスラエルの
集合を助けることができま
す。」 
中央若い女性会長　ボニー・
H・コードン「彼らにも見える
ように」80 

ʜʜ͍ͩͯ͑͘͞ߟ͘ਂ

女性の賜物と 
男性の賜物

Θͨ͠ۀのҰΛ୲͍͍ͨͰ ʂ͢
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σδλϧ൛のΈ

人とのつながりを通じてうつと闘う
エミリア・ブランド

心の健康に悩む宣教師のために

わたしは踏みとどまりました。 
だれかの自殺を食い止めるために 
あなたができること
シャンテレ・アベリー

うつ病であることをやっと認めるこ
とができました。イエス・キリスト
がわたしを暗闇の中から救い出して
くださいました
ニーファイ・タンガリン

͜の地上での旅を続ける間，わたしたちは時にストレスに疲れ果てたり，不安で
気持ちが張り詰めたり，灰色の悲しみの雲に覆われたりすることもあるでしょ
う。はたまた，（わたしのように）うつという深い霧が頭に立ち込めることも

あるかもしれません。緑の丘と暖かな日差しを目指す旅路において，͜ のΑ͏ͳײ
Θͨͨͪ͠のଟ͘ʹ͜ىΔ͜ͱです。そしてこうした気持ちになるとわたしたちはたやす
く絶望感を抱きかねません。
心の健康のɼ༧͍ͯ͠ظͳ͍ͱ͖ʹಥવ๚ΕΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ例えば，伝道に

出て，他人のことに集中するあまり，自分のことを忘れているとき。子供が産まれて，世
界でいちばん幸せなはずなのに，そう思えないとき。愛する人を失い，その人なしで生
きていくことが想像できないとき。または，すべてうまくいっているように思えるのに，
どうしても自分は大丈夫だと思えないとき。

そのようなときこそ，イエス・キリストの終わりのない愛という安らぎで人生を満た
す必要があるのです。わたしたちが見捨てられた気持ちになったり，途方に暮れたりす
るときも，͍ٹओৗʹΘͨͨͪ͠のͦʹ͍ͯͩ͘͞ΔのͰ͢。主はあなたの痛みを感
じたことがあり，あなたを助ける方法を御存じです。
ॿ͚ΛٻΊΔ͜ͱΛڪΕͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ天の御父の計画には，互いに愛し，助け合う

ことが含まれているのです（モーサヤ 18：21 参照）。今月のこのコーナーでは，まさに
このことをお伝えします。周りの人たち，特に救い主にॿ͚ΛٻΊΔ͜ͱͰɼ心の健康の
Λࠀしましょう。

あなたは愛されています。
もがき続け，前へ進み続ける者より。
エミリア・ブランド

ϠϯάΞμϧτ

ଘ͡Ͱ͢ϠϯάΞμϧτのίʔφʔޚओ͋ͳͨの௧ΈΛ͍ٹ

44 心の健康を維持するための 
3 ステップガイド
マイケル・ガードナー

͋ͳͨのݧܦஊΛฉ͔͍ͤͯͩ͘͞
分かち合いたいすばらしい話がありますか。 あるいは，読みたい特定のテーマがありますか。 
もしあったら，ぜ ひ 聞かせてください。 あなたの 記 事や 御 意 見，御 感 想を MJBIPOB�
$IVSDIPG+FTVT$ISJTU�PSHまでお寄せください。

ヤングアダルト向けの記事は以下で御覧
いただけます。
• liahona.ChurchofJesusChrist.org
• YAΟʔΫϦʔ（福音ライブラリーの
「ヤングアダルト」の項）
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ヤ ン グ ア ダ ル ト

心の健康を 
　維持するための 
　ステップガイド
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ファミリーサービス
マイケル・ガードナー博士

わたしは 30 年の経験を持つメンタルヘルスのカウンセ
ラーです。人の能力，つまり困難に立ち向かって乗り越
える能力には，度々驚かされます。わたしたちは困難な
時代に生きています。そして，ストレス，うつ，不安が人
生に忍び込んで来ることがよくあります。不安定な年代

である青年期には特にそうです。このような困難に遭うとわたしたち
は混乱し，自分の対応力や前進する力に懐疑的になります。

しかし，時間をかけて心の健康に向き合えば，より強くなり，困難に
対応し立ち直る力が高まります。困難にうまく対応できるように（そし
て楽しく過ごせるように），精神力を強化するために自分でできること
はたくさんあります。心や情緒面の健康を最高の状態に維持するため
に活用できる，3 つの取り組みを紹介します。

খͯ͘͞؆୯ͳྶతͳࣄฑ͕ྗͭ࣋Λ�
աখධՁ͠ͳ͍

天の御父に近づくために日常的に行える，小さな霊的な事柄には，
あなたが思っている以上に，心の健康を維持する力が秘められていま
す（アルマ 37：6 －7 参照）。霊的な習慣で必ずしも問題が解決する
わけではありませんが，強さ，精神の明晰さ，永遠の視点，希望，そして
前進する勇気が得られます。

わたしはクライアントに「日常の行い」をするようによく提案しま
す。これには，有意義な毎日の祈り，毎日の聖文研究，教会の召しや責
任を果たすこと，毎週教会に出席したり，頻繁に神殿に参入したりする
こと，そして聖霊の促しに従う努力をすることなどが含まれます。

これらの小さくて簡単な霊的な行いが，困難に対応して克服する力
を劇的に変えるのをわたしは見てきました。クライアントはこれらの
小さな霊的な習慣を常に行うようになると，救い主の力が生活に及ぼ
す影響をより実感できるようになるのです。その力が彼らの霊的およ
び精神的な強さを増すのをわたしは見てきました。それは，幸福を見
いだす能力，ほんとうに重要なことに集中する能力に大きな違いを生
みます。

十二使徒定員会のデビッド・A・ベドナー長老はこのことについて証
し，次のように述べています。「小さな，簡単なことによって偉大なこ

ストレス， 
うつ，不安は， 
時を選ばず 
人生に 
忍び込んで来る 
ことがあります。 
ここでは， 
心の健康を 
維持するための
3 つの方法を 
紹介します。
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とが成し遂げられるという霊的な規範は，堅固で，確固
たる心を生み，忠誠心を深め，主イエス・キリストとその
福音に対してさらに完全な改心をもたらします。」1

力不足だという思いや不安に負けて，これらの小さな
霊的な事柄を真心から行うことを諦めないでください

（モロナイ 10：4 参照）。これらの霊的な習慣によって
強さ，癒し，平安，そして希望を授かることができると信
じるならば，または単に信じようとする望みを持つだけ
でも（アルマ 32：27 参照），それは現実のものとなり
ます。

セルフケアは， 
自分自身に必要なものを把握し， 
どれくらい周りの人に提供できるかを 
自覚することから始まります。

ηϧϑέΞの࣮ફΛΕͳ͍
自立という福音の原則は，だれでも聞いたことがある

はずです。多くの場合，それは財政的または物質的な必
要に関するものとして語られます。しかし，この概念の
最も重要な要素の一つは，心の健康を維持するために必
要不可欠な情緒面での自立，すなわちセルフケアです。

周りの人に時間を割くほどには自分に時間が割けない
のはなぜでしょうか。自分のために時間を取ることは自
己中心的であるとか，時間の無駄であるように感じるの
かもしれません。しかし，これほど真実から懸け離れた
思い込みはありません！ セルフケアは自己中心的では
ありません！ 自分自身の世話をないがしろにして，人と
分かち合えるものをどのように取っておけるというので
しょう。
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セルフケアは，自分自身に必要なものを把握し，
どれくらい周りの人に提供できるかを自覚すること
から始まります。自分の必要を把握するには，自分
の感情を認識し，理解し，受け入れることが重要で
す。精神的および情緒的な必要を満たすために実
践できるセルフケアとしては，次のようなものがあり
ます。

• きちんとした食事，十分な睡眠，定期的な運動
によって体調を管理する。

• 話せる相手と信頼関係を築き，心配事もうれ
しいことも共有する。

• 喜びや達成感をもたらしてくれる，ふさわしい
娯楽，趣味，活動を見つける。

• 感情を表現したり，考えをまとめたりするため
に日記をつける。

• 屋外で過ごす。
• 健全な境界線を設け，自身の対応できる範囲

を超えた場合は断る。
• 感謝する。感謝できれば，自分を哀れむこと

も，不幸をほかの人のせいにすることもなくな
ります。一日の終わりに，感謝していることを
3 つ書き出しましょう。

• 後ろ向きな思いや独り言を，別の前向きな思
いや言葉に変える。

• 自分が何者であるかを思い出す。あなたは天
の両親を持つ，神の子なのです。あなたを愛
し，支える人が天と地の両方にたくさんいま
す。

• ソーシャルメディアに費やす時間を減らす（ま
たは，完全に避ける）。

• 自分自身とほかの人を赦す。恨みを持ち続け
たり，過去の間違いに囚われ続けたりすること
は，不必要な重荷を背負い込むことと同じで
す。
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　うつや不安，その他の心の健康の問題に対

処することについて，ヤングアダルトの経験を

liahona.ChurchofJesusChrist.org や福音

ライブラリーアプリで御覧いただけます。下

記のデジタル版のみの記事を御覧ください：

• フィンランドのヤングアダルトは，心の

健康で苦しんだことと，手を差し伸べて

周りの人とつながることが，うつの闇か

ら抜け出す助けになったことについて

話しています。

• 自殺願望と闘ってきたヤングアダルト

が，だれかの自殺を食い止めるための

14 のヒントを教えてくれます。

• フィリピンのヤングアダルトは，どのよ

うにうつ病で苦しんでいることに気づ

き，それを受け入れ，助けを求める勇気

を得たかについて伝えます。

ΊΔٻḮʹͳΓɼॿ͚Λݠ
だれもたった一人で現世を生き抜くように運命づけられては

いません。たとえ自立していても，精神的および情緒的な必要
を満たすために他者とのつながりを持つことは重要です。わた
したちの旅路において，親，家族，友人，教会の指導者，そして天
の御父，イエス・キリスト，聖霊が，わたしたちを導き，手を差し
伸べてくれることでしょう。少し時間を取って，現在の自分の社
会的なネットワークを見直しましょう。次のように自問します：

• 周りの人と健全な関係を築けていますか？
• 周りの人の支援をもっと受けられますか？
• 周りの人を遠ざけていますか？ それとも，必要なときに

助けを求めることができますか？

多くの場合，周りの人を助けるには，その人が何かに苦戦して
いるということを知る必要があります。必要なときに助けを求
めることを恐れたり，恥ずかしく思ったり，躊躇したりしないで
ください。不安に感じていることをだれかに相談したり，助け
を求めたりしましょう。自分には助けが必要だと認めるには，
確かに勇気と謙遜さが必要です。しかし，ほかの人を受け入れ，
頼ることを自分に許すとき，天の御父はしばしば彼らを通して
わたしたちを祝福してくださるのです。

真の情緒的な自立は，自分の限界を知り，足りない部分を埋
めるために自分以外のだれかに助けを求めることから始まりま
す。友人や家族のほか，教会の指導者も，あなたが困っている
ときに助言や導き，希望を与えることができます。専門的なカ
ウンセリングや医療支援を受けることが心の健康を取り戻すの
に役立つようであれば，ビショップが資格を持つセラピストを
紹介してくれます。

十分すぎるほどよくお分かりのように，わたしたちは困難な
時代に生きています。しかし，イエス・キリストの回復された福
音が存在する，最もすばらしい時代でもあります。わたしたちは
救いの計画を知っており，そのほかにも，どのような状況にあろ
うと喜びや希望，平安を手にすることができるよう助けてくれ
るたくさんのツールがあります。そして，それらのツールを活用
するなら，わたしたちはきっと天の御父のもとへと帰ることが
できるでしょう。■
注
 1.	David	A.	Bednar,	“ By	Small	and	Simple	Things	Are	Great	Things	
Brought	to	Pass ”	（Brigham	Young	University	Women’s	Conference	
address,	Apr.	29,	2011），	womensconference.byu.edu.



わたしたち，末日聖徒イエス・キリスト教会の大管
長会と十二使徒評議会は，男女の間の結婚は神によって
定められたものであり，家族は神の子供たちの永遠の行
く末に対する創造主の計画の中心を成すものであること
を，厳粛に宣言します。

すべての人は，男性も女性も，神の形に創造されてい
ます。人は皆，天の両親から愛されている霊の息子，娘
です。したがって，人は皆，神の属性と神聖な行く末と
を受け継いでいます。そして性別は，人の前世，現世お
よび永遠の状態と目的にとって必須の特性なのです。

前世で，霊の息子，娘たちは神を知っていて，永遠の
御父として神を礼拝し，神の計画を受け入れました。そ
の計画によって，神の子供たちは肉体を得ることができ，
また，完成に向かって進歩して，最終的に永遠の命を受
け継ぐ者としての神聖な行く末を実現するために，地上
での経験を得られるようになったのです。神の幸福の計
画は，家族関係が墓を超えて続くことを可能にしました。
聖なる神殿において得られる神聖な儀式と聖約は，わた
したちが個人として神のみもとに帰り，また家族として
永遠に一つとなることを可能にするのです。

神がアダムとエバに授けられた最初の戒めは，彼らが
夫婦として親になる能力を持つことに関連したものでし
た。わたしたちは宣言します。すなわち，増えよ，地に
満ちよ，という神の子供たちに対する神の戒めは今なお
有効です。またわたしたちは宣言します。生殖の神聖な
力は，法律に基づいて結婚した夫婦である男女の間にお
いてのみ用いるべきです。

わたしたちは宣言します。この世に命をもたらす手段
は，神によって定められたものです。わたしたちは断言
します。命は神聖であり，神の永遠の計画の中で重要な
ものです。

夫婦は，互いに愛と関心を示し合うとともに，子供た
ちに対しても愛と関心を示すという厳粛な責任を負って

います。「子供たちは神から賜
たま

わった嗣
し

業
ぎょう

であり」（詩篇
127：3 ）とあります。両親には，愛と義をもって子供た
ちを育て，物質的にも霊的にも必要なものを与え，また互
いに愛し合い仕え合い，神の戒めを守り，どこにいても法
律を守る市民となるように教えるという神聖な義務があり
ます。夫と妻，すなわち父親と母親は，これらの責務の
遂行について，将来神の御前で報告することになります。

家族は神によって定められたものです。男女の間の結
婚は，神の永遠の計画に不可欠なものです。子供たちは
結婚のきずなの中で生を受け，結婚の誓いを完全な誠意
をもって尊ぶ父親と母親により育てられる権利を有して
います。家庭生活における幸福は，主イエス・キリスト
の教えに基づいた生活を送るときに達成されるに違いあ
りません。実りある結婚と家庭は，信仰と祈り，悔い改
め，赦

ゆる

し，尊敬，愛，思いやり，労働，健全な娯楽活動
の原則にのっとって確立され，維持されます。神の計画
により，父親は愛と義をもって自分の家族を管理しなけ
ればなりません。また，生活必需品を提供し，家族を守
るという責任を負っています。また母親には，子供を養
い育てるという主要な責任があります。これらの神聖な
責任において，父親と母親は対等のパートナーとして互
いに助け合うという義務を負っています。心身の障害や
死別，そのほか様々な状況で，個々に修正を加えなけれ
ばならないことがあるかもしれません。また，必要なと
きに，親族が援助しなければなりません。

わたしたちは警告します。貞節の律法を犯す人々，伴
侶や子供を虐待する人々，家族の責任を果たさない人々
は，いつの日か，神の御前に立って報告することになり
ます。またわたしたちは警告します。家庭の崩壊は，個
人や地域社会，国家に，古今の預言者たちが預言した災
いをもたらすことでしょう。

わたしたちは，全地の責任ある市民と政府の行政官の
方々に，社会の基本単位である家族を維持し，強めるた
めに，これらの定められた事柄を推し進めてくださるよう
呼びかけるものであります。

末日聖徒イエス・キリスト教会
大管長会ならびに十二使徒評議会

この宣言は，1995年9月23日，ユタ州ソルトレーク・シティーで開催された中央扶助協会集会において，
ゴードン・Ｂ・ヒンクレー大管長により，メッセージの一部として読み上げられたものである。



ϠϯάΞμϧτ

৺の݈߁のʹΜͰ͍·す͔ʁ 
の維持߁ɼ৺の݈݄ࠓ

վળʹؔするώϯτ
スτʔϦʔを͓ಧ͚͠·すɻ

42

青少年

૯େձͰ 
メモを 

औΓ·͠ΐ͏

総大会ノート
両親

૯େձͷͨΊͷ 
ಈ׆

F12



イΤスʹ͍ͭͯ 
ڭ
お し

͑るαϜΤϧ
'�� ʵ '�� ϖʔδを 

ݟ
み

͍ͯͩ͘͞ɻ

ứ
リ
ア
ホ
ナ
Ừ
の
ࢠ
ڙ
の
コ
ー
ナ
ー
ỏ


ె
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
ڭ
ձ
ൃ
ߦ

２
０
２
０
年
９
月
号



預
よ

言
げん

者
しゃ

アルマは民
たみ

に，「互
たが

いに和
わ

合
ごう

し，愛
あい

し合
あ

って結
むす

ば
れた心

こころ

を持
も

〔つ〕」ように言
い

いました（モーサヤ18：
21）。時

とき

々
どき

，家
か

族
ぞく

の中
なか

で一
いっ

致
ち

を感
かん

じるのがむずかしいとき
もありますが，せいれいが助

たす

けてくださいます。
ある日

ひ

，まだおさない息
むす

子
こ

がベッドの上
うえ

でඈ
と

びはねてい
ました。あまりにはげしくඈ

と

びはねている
ので，ベッドがこわれるのではないか

と思
おも

いました。わたしはいら立
だ

ちました。つかつかとベッド
に近

ちか

د
よ

ると，息
むす

子
こ

のかたをつかみました。目
め

と目
め

が合
あ

うよ
うに，息

むす

子
こ

を持
も

ち上
あ

げました。
すると，心

こころ

の中
なか

にせいれいの静
しず

かな声
こえ

が聞
き

こえてきたの
です。「あなたがかかえているのは偉

い

大
だい

な人
じん

物
ぶつ

です。」その
言
こと

葉
ば

は心
こころ

に深
ふか

くひびきました。わたしは息
むす

子
こ

をそっとベッド
にもどし，あやまりました。
今
いま

，息
むす

子
こ

は偉
い

大
だい

な人
じん

物
ぶつ

になっています。息
むす

子
こ

を天
てん

の
御
おん

父
ちち

がごらんになっているように神
かみ

の子
こ

として見
み

られるよ
う，せいれいが助

たす

けてくださったことに感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちでいっぱいです。
家
か

族
ぞく

を見
み

るとき，そして家
か

族
ぞく

のことを考
かんが

え
るとき，わたしたちはせいれいに耳

みみ

をかた
むけようと努

ど

力
りょく

することができます。そう
すれば，家

か

族
ぞく

の中
なか

でもっと愛
あい

を感
かん

じられる
ことでしょう。˔

このお
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は，「わたしは平
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安
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をあなたがたに
のこ

して行
い
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冷
つ め

たい風
かぜ

がふく中
なか

，ミンジョンとお父
とう

さんは急
いそ

いで教
きょう

会
かい

にかけこみました。教
きょう

会
かい

の中
なか

もྫྷ
ひ

えこんでいました。
人
ひと

が集
あつ

まれば少
すこ

しはあたたかくなることをミンジョンは期
き

待
たい

しました。
今
きょ う

日はミンジョンの友
とも

達
だち

のジョンミンがバプテスマを受
う

け
る日

ひ

です。ジョンミンは姉
し

妹
まい

宣
せん

教
きょう

師
し

と会
あ

い，長
なが

い間
あいだ

バプテス
マを受

う

けることを考
かんが

えていました。ジョンミンのためにワー
ドのみんなが断

だん

食
じき

していのりました。そして，ジョンミンは
ついにバプテスマを受

う

ける決
けっ

心
しん

をしました。今
きょ う

日はその日
ひ

なのです！
ミンジョンとお父

とう

さんが部
へ

屋
や

に入
はい

ったとき，フォントはま
だਫ

みず

をためている最
さい

中
ちゅう

でした。二
ふた

人
り

はミンジョンの友
とも

達
だち

，
ジェームズのとなりにすわりました。しばらくすると，バプテ
スマの白

しろ

い
ふく

に身
み

を包
つつ

んだジョンミンが入
はい

って来
き

ました。
「少

すこ

しきんちょうしているみたいだね」とジェームズが言
い

い
ました。
ミンジョンはうなずきました。友

とも

達
だち

のためにこの場
ば

所
しょ

にい
られることを，ミンジョンはうれしく感

かん

じました。
ほどなくしてフォントがいっぱいになりました。バプテス
マが始

はじ

まる時
じ

間
かん

です！ところが，なかなか始
はじ

まらず，宣
せん

教
きょう

師
し

が心
しん

配
ぱい

そうにほかの会
かい

員
いん

たちと話
はな

しこんでいました。何
なに

が

起
お

きているのかお父
とう

さんが聞
き

きに行
い

きました。
「どうしたのʁ」とミンジョンはお父

とう

さんに聞
き

きました。
「建

たて

物
もの

の౬
ゆ


わ

かしث
き

がこわれていて，フォントのਫ
みず

がとて
もྫྷ

つめ

たいらしいよ」とお父
とう

さんが答
こた

えました。
ミンジョンはフォントを見

み

ました。ミンジョンがバプテスマ
を受

う

けたときはあたたかい天
てん

気
き

でਫ
みず

もԹ
あたた

かく，ਫ
みず

から出
で

る
とお父

とう

さんのԹ
あたた

かいハグがありました。こんなפ
さむ

いౙ
ふゆ

の日
ひ

にྫྷ
つめ

たいਫ
みず

でバプテスマを受
う

けることなど，想
そう

像
ぞう

できません。
ミンジョンが見

み

守
まも

る中
なか

，ジョンミンは勇
ゆう

気
き

をふりしぼって，
バプテスマをほどこすケック長

ちょう

老
ろう

と一
いっ

緒
しょ

にਫ
みず

の中
なか

へと足
あし

を
ふみ入

い

れました。
「ྫྷ

つめ

たすぎる！」とジョンミンが悲
ひ

໐
めい

を上
あ

げました。「これ
以
い

上
じょう

，ਫ
みず

の中
なか

にいられません。」ジョンミンはぶるぶるとふる
えながら，フォントからはい上

あ

がりました。かわいそうだ，と
ミンジョンは思

おも

いました。
数
すう

分
ふん

後
ご

，ジョンミンがもう一
いち

度
ど

ਫ
みず

の中
なか

に入
はい

ろうとしました。
今
こん

度
ど

はほんの数
すう

歩
ほ

入
はい

っただけで，急
いそ

いでਫ
みず

から出
で

てしまい
ました。それから2 度

ど

挑
ちょう

戦
せん

しました。でも，ਫ
みず

がණ
こおり

のように
ྫྷ
つめ

たいのです！「やめてもいいですかʁ」ジョンミンはとうと
うそうたずねました。今

いま

にもٽ
な

きそうな顔
かお

をしていました。
ミンジョンは心

こころ

の中
なか

でいのり，自
じ

分
ぶん

に何
なに

ができるかたずね

コップ 1ͺいのお౬
ゆ

ϛンジョン・パク
（ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました ）
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ました。
「どうしたらいいだろう」とだれかが言

い

いました。
別
べつ

の人
ひと

は「バプテスマをԆ
えん

期
き

しますかʁ」と聞
き

きました。
みんなジョンミンを助

たす

けたいと思
おも

っていても，どうすればよ
いか分

わ

かりませんでした。
そのとき，ミンジョンにあるアイデアがうかび，ジェームズ
をひじでつきました。「行

い

こう，ジェームズ！」
ミンジョンとジェームズはキッチンにかけこみました。大

おお

きなコップとボウルを見
み

つけると，څ
きゅう

౬
とう

ث
き

からお౬
ゆ

を注
そそ

ぎま
した。気

き

をつけて礼
れい

拝
はい

ಊ
どう

に持
も

って帰
かえ

ると，二
ふた

人
り

はそのお౬
ゆ

をフォントに注
そそ

ぎました。「これで少
すこ

しはਫ
みず

がԹ
あたた

かくなるん
じゃないかな！」とミンジョンは
言
い

いました。
だれもがおどろきました。「どう
して思

おも

いつかなかったんだろう」
とだれかが不

ふ

思
し

議
ぎ

がりました。
みんなが一

いっ

੪
せい

にキッチンからお
౬
ゆ

を運
はこ

び始
はじ

めました。ある人
ひと

たちはコ
ンロでお౬

ゆ

をわかし始
はじ

めました。ほか
の人

ひと

たちは注
ちゅう

意
い

しながらなべを持
も

っ
て࿓

ろう

下
か

をわたり，お౬
ゆ

をフォントに注
そそ

ジョンミン，宣
せん

教
きょう

師
し

，そして 
お౬

ゆ

を運
はこ

ぶ手
て

伝
つだ

いをした人
ひと

たち。

ぎました。初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の子
こ

供
ども

たちも，1ぱいずつお౬
ゆ

を
運
はこ

ぶのを手
て

伝
つだ

いました。
やっとਫ

みず

が十
じゅう

分
ぶん

Թ
あたた

かくな
り，ジョンミンとケック長

ちょう

老
ろう

はフォントにちゃんと入
はい

るこ
とができました。ケック長

ちょう

老
ろう

がバプテスマのいのりを
ささげている間

あいだ

，ミンジョンはとてもԹ
あたた

かい気
き

持
も

ちになりま
した。ジョンミンはਫ

みず

から上
あ

がったとき，ほほえんでいまし
た。みんなとても幸

しあわ

せでした。
ジョンミンがかわいた

ふく

に着
き

替
が

えると，ミンジョンは
かれを強

つよ

くだきしめました。いつでも勇
ゆう

気
き

を持
も

って
いのれば，何

なに

をすればよいか分
わ

かるように天
てん

のお父
とう

様
さま

が助
たす

けてくださると，ミンジョンは知
し

りました。このバ
プテスマは，ミンジョンにとってわすれられないものに

なりました。˔
このお

はなし

をॻ
か

いた人
ひと

は，ؖ
かん

ࠃ
こく

ι
ϧにॅ

す

んでいます。

イ
ラ
ス
ト
／
マ
イ
ク
・
ϒ
レ
ー
ク 

フォントの水
みず

はまるで 
氷
こおり

のような冷
つめ

たさでした。 
そのとき，ミンジョンに 

あるアイデアがうかびました。
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άΞςϚϥத
ちゅう

ԝ
おう

ΞϝϦΧʹ͋Γ·すɻ 

やく

���� ສ
まん

ਓ
にん

のਓ
ひと

͕͍ͯɼ 
ͦの͏ͪ �� ສ

まん

ਓ
にん

ڭ͕
きょう

ձ
かい

һ
いん

Ͱすɻ

世
せ

界
かい

中
じゅう

を旅
たび

しながら 
神
かみ

の子
こ

供
ども

たちについて 
学
まな

んでいます。 
一
いっ

緒
しょ

にグアテマラを 
おとずれてみましょう！

やあ，わたしたちは 
マルゴとパオロ。

ଟ
おお

͘のਓ
ひと

͕৭
いろ

ͱΓͲΓの 
όスを

つか

ͬͯ 
͋ͪͪ͜ʹҠ

い

ಈ
どう

͠·すɻ

άΞテϚϥʹ �� のՐ
か

ࢁ
ざん

͕͋Γ·すɻ 
ͦの͏ͪ � ͭ׆

かつ

ಈ
どう

͍ͯ͠·すɻ 
͜Εɼ���� 

ねん

の
ふん

Ր
か

Ͱすɻ

͔͋͟ͳӋ
は

ࠜ
ね

を持
も

ͭέπΝʔϧ 
άΞテϚϥのࠃ

こく

ௗ
ちょう

Ͱすɻ 
ʮέπΝʔϧʯάΞテϚϥの 

௨
つう

՟
か

の໊
な

લ
まえ

Ͱ͋Γ·すʂ

グアテマラから 
こんにちは！

͜のগ
しょう


ねん

 
·͖をӡ

はこ

ΜͰ 
Ո
か


ぞく

を 
ॿ
たす

͚͍ͯ·すɻ

ௗ
⁌
͓
ۚ
⁌
Ր
ࢁ
の
写
真
／G

ETTY
 IM

A
G

ES

গ

の
写
真
／
ホ
ス
エ
・
ア
ロ
ン
・
ペ
ー
ニ
ャ
・
α
ン
ν
ェ
ス



 2 0 2 0 年 9 月 号  F�

άアςマϥͷ͓༑
とも

㙘
だち

ͷΈͳ͞Μ， 
ͥͻΘͨͨͪ͠ʹख

て

ࢴ
がみ

をૹ
おく

ͬͯ
͘だ͞いʂ Έͳ͞Μͷ͓

はなし

を 
ͥͻฉ

き

͔ͤͯ͘だ͞いɻ

άアςマϥͷ༑
とも

ୡ
だち

を 
͠ΐ͏͔い͠·すʂ

お母
かあ

さんが失
しつ

業
ぎょう

しているときに，
教
きょう

会
かい

員
いん

の人
ひと

たちが食
た

べ物
もの

を援
えん

助
じょ

してくれました。そのことから，
物
もの

に不
ふ

足
そく

している人
ひと

と分
わ

かち合
あ

うことを学
まな

びました。

μʔΟϯɾ.ɼ࠽�
さい

�
ʢάΞςϚϥɼιϩϥʣ

わたしたちは，使
し

徒
と

パウロがすべ
ての人

ひと

に福
ふく

音
いん

をのべ伝
つた

えたこと
を学

まな

びました。わたしも友
とも

達
だち

と
モルモン書

しょ

を分
わ

かち合
あ

うべきだ
と思

おも

いました。わたしは自
じ

分
ぶん

の
あかしをそれぞれの本

ほん

に書
か

いて，
それを友

とも

達
だち

にわたしました。か
れらが読

よ

んでくれていると知
し

っ
て，とてもうれしくなりました。

γϝφɾ-ɼ࠽�
さい

�
ʢάΞςϚϥɼαΧςϖέεʣ

άΞテϚϥの͜のՈ
か


ぞく

ɼҰ
いっ

ॹ
しょ

ʹ
せい

จ
ぶん

をֶ
まな

ΜͰ͍·すɻ 
͋ͳたͩΕͱҰ

いっ

ॹ
しょ

ʹ
せい

จ
ぶん

をֶ
まな

ΜͰ͍·す͔ʁ

一
いっ

緒
しょ

にグアテマラを 
たんけんしてくれて 

ありがとう。 
また会

あ

いましょう！

άΞテϚϥのҰ
いち

෦
ぶ

のՈ
か

ఉ
てい

Ͱϐϥ 
ʢ৭

しき

࠼
さい

Ώた͔ͳ
や

֎
がい

のྲྀ
なが

͠
だい

ʣを 

つか

ࡼͯͬ
さら


ふく

を͋Β͍·すɻ 

͜ΕΧΫνέϧޠ
ご

の 
ϞϧϞϯॻ

しょ

のද
ひょう

ࢴ
し

ͰすɻΧ
Ϋνέϧޠ

ご

 
άΞテϚϥͰ

つか

ΘΕ͍ͯる 
�� のຽ

みん


ぞく

ޠ
ご

のҰ
ひと

ͭͰすɻ 
ࠃ
くに

のެ
こう

༻
よう

ޠ
ご

 
スϖイϯޠ

ご

Ͱすɻ

イ
ラ
ス
ト
／
ケ
ー
テ
ィ
ー
・
マ
ク
デ
ィ
ー
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教
きょう

会
かい

機
き

関
かん

誌
し

ルーシー・スティーブンソン
（ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

「勝
しょう

利
り

者
しゃ

となるために，……常
つね

に祈
いの

りなさい。」（教
きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく

10：5）

「ダナ」と，ママがよびまし
た。「学

がっ

校
こう

に行
い

く準
じゅん

備
び

はできたʁ せいくの時
じ

間
かん

よ！」
「今
いま

行
い

く！」ダナは学
がっ

校
こう

に持
も

っ
ていく明

あか

るい色
いろ

のかばんにࢉ
さん

数
すう

の本
ほん

をつっこむと，かばんを
かたにかけました。
ダナと家

か

族
ぞく

は，毎
まい

週
しゅう

新
あたら

しいせいくを一
ひと

つ覚
おぼ

えることにして
いました。毎

まい

日
にち

学
がっ

校
こう

に行
い

く前
まえ

に，声
こえ

に出
だ

していっしょに練
れん

習
しゅう

するのです。新
あたら

しいせいくを学
まな

ぶことは，新
あたら

しい友
とも

達
だち

を
作
つく

ることににているとママは言
い

います。「一
いち

度
ど

心
こころ

を通
かよ

わせ
たら，必

ひつ

要
よう

なときにいつでもそばにいてくれるの。」
ダナは妹

いもうと

と一
いっ

緒
しょ

にドアのԣ
よこ

に立
た

つと，今
こん

週
しゅう

のせいくを復
ふく

唱
しょう

しました。それは教
きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく

の一
いっ

節
せつ

でした。
「勝
しょう

利
り

者
しゃ

となるために，常
つね

に祈
いの

りなさい」と二
ふた

人
り

で復
ふく

唱
しょう

し
ました。
「『勝

しょう

利
り

者
しゃ

となる』ってどういう意
い

味
み

かな。」ダナの妹
いもうと

のタ
チアナが聞

き

きました。
「むずかしいことでもできるって意

い

味
み

だよ！」とダナが答
こた

え
ました。

ママもうなずきました。「お
いのりすれば天

てん

のお父
とう

様
さま

がきっ
と助

たす

けてくださるわ。」
ダナは急

いそ

いで学
がっ

校
こう

に向
む

かい
ながら，心

こころ

の中
なか

で何
なん

度
ど

もせい
くをくり返

かえ

しました。
その日

ひ

のޕ
ご

後
ご

，ダナの先
せん

生
せい

が教
きょう

ࣨ
しつ

の前
まえ

の方
ほう

にある青
あお

と
白
しろ

のグアテマラの国
こっ

ض
き

のԣ
よこ

に
立
た

ちました。「ࢉ
さん

数
すう

のテストの
時
じ

間
かん

ですよ」とモラレス先
せん

生
せい

が
言
い

いました。先
せん

生
せい

がテスト用
よう

紙
し

を配
くば

り始
はじ

めました。
ダナはࢉ

さん

数
すう

が
す

きでした。実
じっ

際
さい

，とても得
とく

意
い

なのです！
一
いっ

生
しょう

ݒ
けん

命
めい

テストの勉
べん

強
きょう

をしたのだから，きっと良
よ

い点
てん

数
すう

が
取
と

れるはず。
ダナはԖ

えん

ච
ͽつ

を手
て

に取
と

ると，さっそくテストに取
と

りかかりま
した。気

き

分
ぶん

良
よ

く問
もん

題
だい

をといていると，最
さい

後
ご

の数
すう

問
もん

のところ
に来

き

ました。これがとてもむずかしいのです。どうやってと
けばよいのか思

おも

い出
だ

せません！
ダナはあわてました。どうすればࢉ

さん

数
すう

のテストを無
ぶ

事
じ

終
お

えることができるでしょう。Ԗ
えん

ච
ͽつ

をぎゅっとにぎると，もう
一
いち

度
ど

次
つぎ

の問
もん

題
だい

を読
よ

みました。
すると頭

あたま

にある考
かんが

えがうかびました。「勝
しょう

利
り

者
しゃ

となるため
に，常

つね

に祈
いの

りなさい。」

ダナと 
算
さ ん

数
す う

のテスト
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イ
ラ
ス
ト
／
カ
レ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

ダナは深
ふか

く息
いき

をすいこみました。目
め

をとじると，心
こころ

の中
なか

で
静
しず

かにいのりました。天
てん

のお父
とう

様
さま

，学
まな

んだことを思
おも

い出
だ

さ
せてください。このテストがちゃんとできるように助

たす

けて
ください。
ダナは再

さい

度
ど

テスト用
よう

紙
し

を見
み

ました。すでにといた問
もん

題
だい

を
見
み

ました。そして，むずかしい問
もん

題
だい

をもう一
いち

度
ど

見
み

ました。す
ると，とき方

かた

を思
おも

い出
だ

してきたのです！きんちょうがফ
き

えて
なくなりました。もう一

いち

度
ど

深
ふか

く息
いき

をすいこむと，ダナは残
のこ

り
の問

もん

題
だい

に取
と

りかかりました。
学
がっ

校
こう

が終
お

わると，ダナは起
お

こったことを家
か

族
ぞく

に喜
よろこ

んで教
おし

えました。
「最

さい

初
しょ

，いくつかの問
もん

題
だい

のとき方
かた

が思
おも

い出
だ

せなかったの」
とダナは言

い

いました。「でも，今
いま

覚
おぼ

えようとしているせいくの
ことを思

おも

い出
だ

して，おいのりをしたら，天
てん

のお父
とう

様
さま

が助
たす

けて
くれたの。」
「やったわね！」ママが言

い

いました。
「勝
しょう

利
り

者
しゃ

となったね！」タチアナが言
い

いました。
ダナは笑

わら

いました。「なれたね！どんな点
てん

数
すう

でも，わた
し，やれるだけやったよ。」ダナはママとタチアナを強

つよ

くだき
しめました。来

らい

週
しゅう

はどんなせいくと友
とも

達
だち

になれるのか待
ま

ち
遠
どお

しい，とダナは思
おも

いました。˔

このお
はなし

は，グアテマラでの出
で

དྷ
き

事
ごと

です。グアテマラについてくわしく知
し

るに
は，F6 ϖージを読

よ

んでください。
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地
ち

上
じょう

でわたしたち
はそれぞれこと

なる経
けい

験
けん

をしますが，
一
ひと

つだけ共
きょう

通
つう

のもの
があります。わたした
ちはみんな天

てん

の両
りょう

親
しん

の子
こ

供
ども

です！
あるとき，わたしはೆ

みなみ

アフリカで女
じょ

性
せい

たちにお話
はなし

をしてい
ました。わたしがࢍ

さん

ඒ
び

Վ
か

「感
かん

謝
しゃ

を神
かみ

に๋
ささ

げん」をハミング
し始

はじ

めると，ほんの少
すこ

しՎ
うた

ったところで，この姉
し

妹
まい

たちも
一
いっ

੪
せい

にՎ
うた

い始
はじ

めました。彼
かの

女
じょ

たちの音
おん

楽
がく

がわたしの心
こころ

を満
み

たしました。みんなが神
かみ

の愛
あい

を感
かん

じました。
その同

おな

じཱྀ
たび

の間
あいだ

，わたしはコンΰ民
みん

主
しゅ

共
きょう

和
わ

国
こく

にも行
い

き，
日
にち

曜
よう

日
び

のディボーショナルで女
じょ

性
せい

や少
しょう

女
じょ

たちにお話
はなし

をしま
した。彼

かの

女
じょ

たちは町
まち

のあちこちからバスに
の

って集
あつ

まってく
れました。たくさんの人

ひと

がやって来
き

て，通
つう

࿏
ろ

に
つい

加
か

のҜ
い

子
す

をஔ
お

いても足
た

りず，みんなが部
へ

屋
や

に入
はい

れるようにとまどから
身
み

を
の

り出
だ

す人
ひと

までいました。この女
じょ

性
せい

たちにわたしは深
ふか

く感
かん

動
どう

しました。彼
かの

女
じょ

たちは力
ちから

強
づよ

い方
ほう

法
ほう

で地
ち

域
いき

に変
へん

化
か

をも
たらしています。神

かみ

の愛
あい

を分
わ

かち合
あ

っているのです。
アフリカではたくさんの初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の子
こ

供
ども

たちに会
あ

いまし
た。家

か

族
ぞく

の中
なか

で教
きょう

会
かい

員
いん

が子
こ

供
ども

たちだけということも少
すく

なくあ
りません。それでも，かれらは毎

まい

週
しゅう

自
じ

分
ぶん

で教
きょう

会
かい

に来
き

続
つづ

けてい
ます。初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

に通
かよ

うことで，神
かみ

の愛
あい

を感
かん

じられるようです。
アフリカにはさまざまな国

くに

や文
ぶん

化
か

の人
ひと

たちがいます。たく
さんの言

げん

語
ご

があります。人
ひと

々
びと

は信
しん

仰
こう

にあつく，神
かみ

への深
ふか

い愛
あい

小
ちい

さ な お 友
とも

だ ち へ

中
ちゅう

央
おう

初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

会
かい

長
ちょう

会
かい

 
第
だい

一
いち

顧
こ

問
もん

リサ・L・ 
ハークネス姉

し

妹
まい

天
て ん

の両
り ょ う

親
し ん

の子
こ

供
ど も

を持
も

っています。かれらの目
め

をのぞきこむと，かれらが真
しん

理
り

を知
し

っていて，イエス・キリストの回
かい

復
ふく

された福
ふく

音
いん

についての
あかしを持

も

っていることを感
かん

じることができます。自
じ

分
ぶん

たち
が天
てん

の両
りょう

親
しん

の子
こ

供
ども

であることを，かれらは知
し

っているのです。
あなたも同

おな

じです。あなたは，天
てん

の両
りょう

親
しん

の子
こ

供
ども

であり，愛
あい

されているのです！ ˔
ΦーϒϦーɾΞイΞー「ίーυン࢞ຓとϋーΫωス࢞ຓ，ΞフϦΧの女性はมԽのた
めのڧ力な力であるとޠる」ʤӳจʥ，νϟーνニϡース，2019 年 6 月 11 日から
Ҿ用

イ
ラ
ス
ト
／
ケ
ビ
ン
・
キ
ー
ル
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δϣΠɾ%ɾδϣʔϯζ࢞
し

ຓ
まい

中
ちゅう

央
おう

初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

会
かい

長
ちょう

教
き ょ う

会
か い

の指
し

導
ど う

に 
たずさわる女

じ ょ

性
せ い

たち

イ
ラ
ス
ト
／
ジ
ェ
レ
ド
・
ベ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ン
ド

絵
え

に色
いろ

を͵り，姉
し

妹
まい

一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

を総
そう

大
たい

会
かい

の壇
だん

上
じょう

で見
み

つけましょう。どの姉
し

妹
まい

が大
たい

会
かい

で話
はな

したりいのったりしましたか。姉
し

妹
まい

たちから何
なに

を学
まな

びましたか。

ϨΠφɾ*ɾΞϒϧτ࢞
し

ຓ
まい

中
ちゅう

央
おう

扶
ふ

助
じょ

協
きょう

会
かい

会
かい

長
ちょう

会
かい

第
だい

二
に

顧
こ

問
もん

γϟϩϯɾϢʔόϯΫ࢞
し

ຓ
まい

中
ちゅう

央
おう

扶
ふ

助
じょ

協
きょう

会
かい

会
かい

長
ちょう

会
かい

第
だい

一
いち

顧
こ

問
もん

δʔϯɾ#ɾϏϯΨϜ࢞
し

ຓ
まい

中
ちゅう

央
おう

扶
ふ

助
じょ

協
きょう

会
かい

会
かい

長
ちょう

ϕοΩʔɾΫϨʔϒϯ࢞
し

ຓ
まい

中
ちゅう

央
おう

若
わか

い女
じょ

性
せい

会
かい

長
ちょう

会
かい

第
だい

二
に

顧
こ

問
もん

ϛογΣϧɾ%ɾΫϨʔά࢞
し

ຓ
まい

中
ちゅう

央
おう

若
わか

い女
じょ

性
せい

会
かい

長
ちょう

会
かい

第
だい

一
いち

顧
こ

問
もん

Ϙχʔɾ)ɾίʔυϯ࢞
し

ຓ
まい

中
ちゅう

央
おう

若
わか

い女
じょ

性
せい

会
かい

長
ちょう

ΫϦεςΟʔφɾ#ɾϑϥϯί࢞
し

ຓ
まい

中
ちゅう

央
おう

初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

会
かい

長
ちょう

会
かい

第
だい

二
に

顧
こ

問
もん

Ϧαɾ-ɾϋʔΫωε࢞
し

ຓ
まい

中
ちゅう

央
おう

初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

会
かい

長
ちょう

会
かい

第
だい

一
いち

顧
こ

問
もん

૯
そう

େ
たい

ձ
かい

�の�
׆
かつ

ಈ
どう
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わたしの 
総
そ う

大
た い

会
か い

ノート

த
ちゅう

ԝ
おう

ঁ
じょ

ੑ
せい

෦
ぶ

ձ
かい

Λݟ
み

·͔ͨ͠ʁ�

ΠΤεʹ͕ͨ͠͏
だれかがイエス༷

さま

の話
はなし

をしているのを 
聞
き

くたびに，救
すく

い主
͵し

のところにண
つ

くまで， 
一
ひと

組
くみ

ずつ足
あし


あと

に色
いろ

を͵りましょう。 
イエス༷

さま

はあなたを愛
あい

しておられます！

ࢦ
し

ಋ
どう

ऀ
しゃ

ʹ�
ࣖ
みみ

Λ͔ͨΉ͚Δ
預
よ

言
げん

者
しゃ

が話
はな

している間
あいだ

， 
預
よ

言
げん

者
しゃ

の絵
え

に色
いろ

を 
͵りましょう。 

ほかにも話
はなし

を聞
き

いた 
話
わ

者
しゃ

から二
ふた

人
り

の 
絵
え

をかきましょう。

教
きょう

会
かい

の指
し

導
どう

にたずさわる女
じょ

性
せい

たちの絵
え

を見
み

つけましょう！

今
こん

月
げつ

の『フレンド』の F11 ページで， 

ωϧιϯେ
だい


かん


ちょう
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イ
ラ
ス
ト
／
レ
ミ
・
シ
マ
ー
ル

ඒ
うつく

͍͠Ի
おん

ָ
がく

聖
せい

歌
か

ୂ
たい

の歌
うた

を聞
き

きながら 
上
うえ

の音
おん

ූ


をなぞり， 
色
いろ

を͵りましょう！

絵
え に関

かん
連
れん

した話
はなし

を聞
き

いたら絵
え

を円
えん

でかこみましょう。 

ࣖ
みみʹͨ͠ݴ

こと

༿
ば

ほかにも聞
き

いた言
こと

葉
ば

に関
かん

連
れん

した絵
え

をかきましょう。

૯
そう

େ
たい

ձ
かい

�の�
׆
かつ

ಈ
どう
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最
もっと

も 
大
た い

切
せ つ

な仕
し

事
ご と

リンダ・G・ϙールセン
（ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

「わたしはあなたがたの中
なか

で，څ
きゅう

仕
じ

をする者
もの

のようにし
ている。」（ルカ22：27）

アメリアはおばあちゃんの家
いえ

に༡
あそ

びに行
い

くことが

す

きでした。おもちゃの動
どう

物
ぶつ

で༡
あそ

んだり，おばあ
ちゃんの大

おお

きくてやわらかいໟ
もう


ふ

にくるまってねそべる
ことが

す

きでした。でも，今
きょ う

日は༡
あそ

びに行
い

くのではあ
りません。今

きょう

日はお手
て

伝
つだ

いに行
い

くのです。
おばあちゃんの家

いえ

に向
む

かう్
と

中
ちゅう

，アメリアの姉
し

妹
まい

た
ちは自

じ

分
ぶん

がどの仕
し

事
ごと

をしたいか話
はな

していました。
サラはほうきではきたいと言

い

いました。エミリーは
モップがけです。そして，ママはアリッサにまどをきれい

にしてほしいとたのみました。
「わたしはʁ」アメリアは聞

き

き
ました。「ほこりをはらうお
手
て

伝
つだ

いをすればいいのʁ」
「あなたには特

とく

別
べつ

な
お仕

し

事
ごと

がある
の」とママ
が 言

い

い
ました。
「あなた
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には聞
き

いてほしいの。」
アメリアは待

ま

ちました。「いいよ，聞
き

いてるよ。何
なに

ʁ」
「それがお仕

し

事
ごと

よ！」ママは笑
わら

いながら言
い

いました。「た
だ聞

き

いてほしいの。おばあちゃんのそばにすわって，おばあ
ちゃんの話

はなし

を聞
き

いてあげてほしいの。今
きょ う

日一
いち

日
にち

の中
なか

で最
もっと

も大
たい

切
せつ

なお仕
し

事
ごと

かもしれないわ。」
なぜ聞

き

くことが最
もっと

も大
たい

切
せつ

な仕
し

事
ごと

になるんだろう。アメリア
は不

ふ

思
し

議
ぎ

に思
おも

いました。ほこりをはたく方
ほう

がちゃんとした仕
し

事
ごと

のように思
おも

えるのに！でもアメリアはやってみることにしました。
おばあちゃんはみんなに会

あ

えて喜
よろこ

んでいました。さっそく
みんながそれぞれの仕

し

事
ごと

を始
はじ

めました。アメリアはソファに
いるおばあちゃんのとなりにすわりました。すみにஔ

お

いてあ
るウサギの͵いぐるみに気

き

がつくと，「おばあちゃんのウサ
ギ，かわいいね」と言

い

いました。
おばあちゃんはにっこりほほえみました。「わたしの兄

きょう

弟
だい

のメルとウサギの
あか

ちゃ
んのことをあなたに話

はな

し
たことがあったかしらʁ」
アメリアはおどろきま
した。「本

ほん

物
もの

のウサギʁ」
おばあちゃんはうなず
きました。「メルが親

おや

のい
ないウサギを見

み

つけたの。
安
あん

全
ぜん

に運
はこ

ぼうと，シャツの

内
うち

側
がわ

に入
い

れてかかえたのよ。」おばあちゃんはメルが建
た

てた
ウサギ小

ご

屋
や

のことをアメリアに教
おし

えてくれました。
その話

はなし

をしていると，おばあちゃんはほかにもいろいろ思
おも

い出
だ

しました。スターと名
な

づけたペットの子
こ

ڇ
うし

のことを話
はな

し
てくれました。ੲ

むかし

はスターの背
せ

中
なか

に
の

っていたというので
す！ ڇ

うし

の
あか

ちゃんに
の

っているおばあちゃんを想
そう

像
ぞう

して，
アメリアはクスクス笑

わら

いました。おばあちゃんが小
ちい

さい女
おんな

の
子
こ

だったなんて，なかなか想
そう

像
ぞう

できません。
おばあちゃんはしゃべり続

つづ

けました。でも，またウサギの
話
はなし

をしたり，話
はなし

の్
と

中
ちゅう

ではたとࢭ
と

まると，また最
さい

初
しょ

から話
はな

し
たりしました。
アメリアは聞

き

き続
つづ

けようとがんばりましたが，つかれてきま
した。ママや姉

し

妹
まい

たちはまだそうじをしています。
ただすわって話

はなし

を聞
き

くのはなかなかむずかしいのです！
でも，おばあちゃんはにっこりほほえみました。思

おも

い出
で

話
ばなし

が
できてうれしそうでした。
数
すう

分
ふん

後
ご

，ママが部
へ

屋
や

に入
はい

って来
き

ました。「おそうじが終
お

わったわ！ そろそろ帰
かえ

りましょう。」
「とても楽

たの

しかったわ」とおばあちゃんがアメリアに言
い

い
ました。「おばあちゃんの所

ところ

に来
く

るの大
だい


す

き！」
アメリアはおばあちゃんを強

つよ

くだきしめました。すると，
おばあちゃんの目

め

になみだがうかんでいました。
「どうしたのʁ」アメリアは聞

き

きました。
「何

なん

でもないの」とおばあちゃんは答
こた

えました。「おしゃ
べりの相

あい

手
て

をしてくれてありがとう。愛
あい

しているわ。」
アメリアは心

こころ

のおくまでΆかΆかとԹ
あたた

かくなりました。
「わたしも愛

あい

してるよ」とアメリアは答
こた

えました。「近
ちか

いうち
にまた来

く

るね。」
帰
かえ

り道
みち

にアリッサが聞
き

いてきました。「聞
き

くお仕
し

事
ごと

はどう
だったの，アメリアʁ」
「思

おも

っていた以
い

上
じょう

にたいへんだった。おばあちゃんが話
はな

し終
お

わるまで聞
き

けてたかな。」
「すばらしかったわ」とママが言

い

いました。
「ありがとう。おばあちゃんが話

はな

してくれた話
はなし

はおもしろ
かったわ。おばあちゃんに子

こ

ڇ
うし

のペットがいたこと，知
し

って
たʁ」とアメリアは言

い

いました。
ڇ」

うし

の
あか

ちゃんってことʁ」サラが聞
き

きました。
「そう！おばあちゃんはੲ

むかし

それに
の

ってたんだって」とアメリアは
うなずきながら答

こた

えました。「スターっていう名
な

前
まえ

だったそうよ。」
アメリアはおばあちゃんから聞

き

いたほかの話
はなし

も全
ぜん

部
ぶ

みん
なに話

はな

しました。おばあちゃんのことをこんなにたくさん知
し

ることができるなんて，とてもすてきなことでした。
エミリーはにっこりと笑

わら

いました。「次
つぎ

は仕
し

事
ごと

を交
こう


かん

して
もらおうかな。わたしもお話

はなし

を聞
き

いてみたいわ！」̝
このお

はなし

をॻ
か

いた人
ひと

はΞメϦΧ合
がっ

ऺ
しゅう

ࠃ
こく

Ϣλभ
しゅう

にॅ
す

んでいます。

イ
ラ
ス
ト
／
マ
ー
ク
・
ロ
ビ
ソ
ン 
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イ
ラ
ス
ト
／
シ
ミ
ニ
・
ϒ
ロ
ッ
カ
ー

わたしたちはみんな天
てん

の両
りょう

親
しん

の子
こ

供
ども

です。
みんな同

おな

じではないけれど，みんな平
びょう

等
どう

に
大
たい

切
せつ

で，
必
ひつ

要
よう

で，
価
か


ち

があり，
愛
あい

されています！

す ば ら し い ア イ デ ア



͓· ɿ͚創
そう

世
せい

記
き

1 ষ
しょう

に書
か

かれている創
そう

造
ぞう

の話
はなし

の中
なか

で， 
ௗ
とり

は何
なん

回
かい

出
で

てくるでしょう。 

こた

͑ཪ
うら

ද
びょう

ࢴ
し

ʹ͋Γ·͢ɻ

この子
こ

たちはおばさんと一
いっ

緒
しょ

にௗ
とり

を見
み

ることが大
だい


す

きです。	
世
せ

界
かい

のいろいろなௗ
とり

15 Ӌ
わ

とたまご 10こを見
み

つけましょう。	
ほかにもいろいろかくれています。さがしてみましょう。

見
み

つけよう！
楽
たの

 し  い  活
かつ

 動
どう

イラスト／デビッド・クラッグ 



F�� フ  レ  ン  ド

アイザックはシートの上
うえ

でඈ
と

びはねながら，
車
くるま

のまどから外
そと

をながめました。みんな
でおばあちΌんとおじいちΌんに会

あ

いに行
い

くとこ
ろです。ほかにも特

とく

別
べつ

なものを見
み

る༧
よ

定
てい

でした。
「新

あたら

しい神
しん

殿
でん

はいつ見
み

られるの？」アイザック
はお母

かあ

さんにたずねました。
「あしたよ」とお母

かあ

さんが答
こた

えました。
アイザックはにっこりとস

わら

いました。
アイザックと家

か

族
ぞく

のみんなはやっとおばあちΌ
んとおじいちΌんの家

いえ

に到
とう

ண
ちゃく

しました。
次
つぎ

のே
あさ

，アイザックは日
にち

༵
よう

日
び

の服
ふく

をண
き

ました。
週
しゅう

の真
ま

ん中
なか

でネクタイをつけるのは変
へん

な気
き

分
ぶん

で
した。アイザックは家

か

族
ぞく

のみんなとே
あさ

ごはんを
食
た

べました。それから，車
くるま

で神
しん

殿
でん

のオープンハウ
スに向

む

かいました。ほうけんされる前
まえ

に新
あたら

しい
神
しん

殿
でん

の中
なか

を見
み

るのです。

「神
しん

殿
でん

が見
み

えるよ！」アイザックは言
い

いました。
そして，天

てん

使
し

モロナイがてっんに立
た

つന
しろ

いݐ
たて

物
もの

を指
ゆび

差
さ

しました。
神
しん

殿
でん

のԣ
よこ

には教
きょう

会
かい

のݐ
たて

物
もの

がありました。アイ
ザックと家

か

族
ぞく

はそちらに先
さき

に向
む

かいました。そこ
でビデオを見

み

ました。周
まわ

りの人
ひと

に助
たす

けてもらい
ながら，みんなくつにന

しろ

いカバーをつけました。
やっと神

しん

殿
でん

の中
なか

に入
はい

る時
じ

間
かん

です！ アイザック
は神

しん

殿
でん

の中
なか

へと入
はい

って行
い

きました。心
こころ

が幸
しあわ

せで
いっͺいでした。

かべにはたくさんの絵
え

がかざられています。
ある絵

え

は人
ひと

々
びと

がいのっているすがたがえがかれ
ていました。またある絵

え

は美
うつく

しい২
しょく

物
ぶつ

や動
どう

物
ぶつ

が
えがかれていました。

そして，アイザックが最
もっと

も気
き

に入
い

った絵
え

があり
ました。それはイエス༷

さま

の絵
え

です！ イエス༷
さま

が
両
りょう

手
て

を広
ひろ

げて立
た

っておられました。

アイザックと神
し ん

殿
で ん

ジェーン・マクブライド
（ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました ）
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「イエス༷
さま

がぼくをむかえてくださっ
ているみたいだ 」とアイザックはお父

とう

さんにささやきました。
「イエス༷

さま

はいつだってきみに両
りょう

手
て

を
広
ひろ

げてくださっているんだよ」とお父
とう

さ
んがささやきながら答

こた

えました。「わた
したち全

ぜん

員
いん

を愛
あい

しておられるからね。」
アイザックはとてもྑ

よ

い気
き

持
も

ちがしま
した。神

しん

殿
でん

の中
なか

をイエス༷
さま

と一
いっ

緒
しょ

に歩
ある

いているところを想
そう

像
ぞう

しました。想
そう

像
ぞう

の中
なか

で，イエス༷
さま

はアイザックをだきし
めてくださいました。

イエス༷
さま

はアイザックを愛
あい

しておられ
ます。そして，アイザックもイエス༷

さま

を
愛
あい

しています！ ●

このお
はなし

をॻ
か

いた人
ひと

は，ΞメϦΧ合
がっ

ऺ
しゅう

ࠃ
こく

ίロラυभ
しゅう

にॅ
す

んでいます。
イ
ラ
ス
ト
／
ア
リ
ッ
α
・
ϐ
ー
タ
ー
ソ
ン
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アメリカ大
た い

陸
り く

をおとずれられたイエス様
さ ま

聖
せい

 文
ぶん

 の  物
もの

 語
がたり

預
よ

言
げん

者
しゃ

を信
しん

じた人
ひと

たちは，	

ほし

を待
ま

ち続
つづ

けました。ある夜
よ

，	
新
あたら

しい
ほし

があらわれました！	
遠
とお

い地
ち

でイエス様
さま

がお生
う

まれに	
なったことをしめすしるしです。

モルモン書
しょ

の中
なか

で，	
サムエルという名

な

の預
よ

言
げん

者
しゃ

が人
ひと

々
びと

に	
イエス様

さま

のことを教
おし

えています。	
イエス様

さま

がお生
う

まれになるとき，	
新
あたら

しいまぶしい
ほし

がかがやくだろうと	
サムエルは言

い

いました。
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それから何
なん

年
ねん

もたちました。	
ある日

ひ

，大
だい

地
ち

が悲
かな

しみに包
つつ

まれた	
ようになりました。地

じ


しん

やあらしが	
起
お

きました。それはイエス様
さま

が	
おなくなりになったしるしでした。

イ
ラ
ス
ト
／
エ
イ
ϓ
リ
ル
・
ス
ト
ッ
ト

地
ち

は 3 日
か

間
かん

，	
҉
くら

ҋ
やみ

におおわれました。	
それから，すばらしいことが	

起
お

こりました。	
イエス様

さま

がニーファイ人
じん

と	
レーマン人

じん

をおとずれ	
られたのです！	

イエス様
さま

は復
ふっ

活
かつ

されました。	
つまり生

い

き返
かえ

られたのです。	
イエス様

さま

は一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

と	
時
じ

間
かん

をすごされました。
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イエス様
さま

はわたしがだれなのかごぞんじです。҉
くら

くておそろしいときも助
たす

けてくださいます。	
イエス様

さま

は世
よ

の光
ひかり

であられます！ ˔

このお
はなし

については，ヒラマン 1� 章
しょう

ʀ3 ニーファイ1ɿ8 －11をಡ
よ

みましょう。
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色
いろ

を ͵ り ま し ょ う

イ
ラ
ス
ト
／
エ
イ
ϓ
リ
ル
・
ス
ト
ッ
ト

イエス༷
さま

があなたのところに来
こ

られたら，あなたは何
なに

を話
はな

しますか？ 
いつの日

ひ

か，あなたもイエス༷
さま

とまたお会
あ

いすることでしょう！

ニーファイ人
じ ん

をおとずれられた 
イエス様

さ ま



来月総大会があります！ 総大会をࢹௌしながら，'11－13 ページにあ
る活動を家族で活用してみましょう。総大会では，預言者や使徒たち，そし
てそのほかの教会指導者たちの話が聞けます。もちろん，中央女性部会で
の女性の指導者たちも含まれます。女性と男性の両方が助け合って教会を
導いているのは，すばらしいことではないでしょうか。 '11と'16 ページ
を使って，女の子も男の子も等しく大切であることをお子さんに教えてくだ
さい。神の王国を築くには，すべての人の助けが必要なのです。
大会を楽しんでください！
『フレンド』

親愛なる両親の皆さん，
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